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頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
と
哀
枚
の
論
詩
絶
句

竹

ネナ

員リ

行

頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
二
十
七
首
は
、
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
、
そ
の
四
十
八
歳
の
年
に
詠
ま
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
平
安
の
菅
原
道
真

か
ら
、
山
陽
よ
り
年
少
の
梁
川
星
巌
に
至
る
鋒
々
た
る
日
本
の
文
人
が
、
い
ず
れ
も
七
言
絶
句
詩
で
以
て
簡
潔
に
論
評
さ
れ
、
最
後
に
は

頼
山
陽
自
身
の
論
詩
を
配
し
て
総
括
す
る
。
後
述
す
る
様
に
、
そ
の
論
評
の
対
象
は
山
陽
の
知
友
が
中
心
で
あ
り
、
仲
々
に
趣
向
を
凝
ら

し
た
味
わ
い
深
い
文
人
批
評
詩
群
で
あ
る
。

頼
山
陽
は
、
こ
の
よ
う
な
論
評
の
仕
方
を
一
体
誰
に
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
論
詩
絶
句
が
頼
山
陽
の
全
く
の
独
創
に
な
る
と
い
う
考

え
は
、
頼
山
陽
を
含
む
江
戸
文
人
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
清
朝
の
文
人
衰
枚
に
論
詩
絶
句
三
十
八
首
の
連
作
の
先
例
が
あ
る
と
い
う
事

実
に
よ
っ
て
大
き
く
ゆ
ら
ぐ
。
こ
の
事
実
は
ま
た
、
頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
が
、
或
い
は
衰
枚
を
含
む
中
国
の
詩
人
の
直
接
の
影
響
に
よ
っ

て
詠
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
を
成
立
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

実
は
論
詩
絶
句
は
唐
の
社
甫
に
濫
鰐
し
、
そ
の
後
、
金
の
元
好
問
、
清
の
王
士
積
・
衰
枚
な
ど
歴
代
の
著
名
な
文
人
が
い
ず
れ
も
連
作



を
試
み
た
一
種
の
文
芸
批
評
の
形
式
で
あ
る
。
そ
し
て
、
頼
山
陽
の
そ
れ
は
、
当
時
の
文
壇
に
お
け
る
絶
大
な
影
響
か
ら
考
え
て
も
、
よ

り
直
接
に
は
、
裳
枚
の
論
詩
絶
句
に
倣
っ
て
詠
ま
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
蓋
し
衰
枚
の
論
詩
絶
句
も
親
し
い
友
人
知
人
の
懐
古
録
・
備
忘

録
で
あ
っ
た
（
後
述
）
。
も
っ
と
も
、
衰
枚
に
反
発
す
る
頼
山
陽
は
こ
の
こ
と
を
明
言
せ
ず
、
ま
た
両
者
の
論
詩
絶
句
は
、
疑
い
な
く
そ
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の
対
象
も
そ
の
表
現
も
異
に
す
る
別
個
の
文
学
作
品
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
に
は
、
衰
枚
の
論
詩
絶
句
の
色

濃
い
影
響
が
認
め
ら
れ
る
節
節
が
確
か
に
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
筆
者
は
一
つ
の
試
み
と
し
て
頼
山
陽
と
衰
枚
の
論
詩
絶
句
を
と
り
あ
げ
て
比
較
考
察
し
て
み
る
こ
と
に
す

る
。
た
だ
、
筆
者
は
中
国
文
学
を
専
攻
し
て
お
り
、
そ
の
関
心
は
主
に
衰
枚
が
ど
の
よ
う
に
頼
山
陽
に
影
響
を
与
え
た
か
と
い
う
点
に
あ

る
。
日
本
文
学
に
就
て
の
見
識
が
甚
だ
浅
い
筆
者
は
、
或
い
は
無
知
な
る
誤
り
を
種
々
冒
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
博
雅
の
先
達
の
御
指

教
を
乞
い
願
う
次
第
で
あ
る
。

い
ま
、
頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
二
十
七
草
中
に
論
評
さ
れ
る
詩
人
や
詩
風
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（
生
没
年
は
主
に
岩
波
書
店
『
日
本
古
典

文
学
大
辞
典
』
に
よ
る
。
）

其

菅
原
道
真
（
泊
五
）

其

村
上
天
皇
（
札
一
以
）
・
菅
原
文
時

（
い
い

M
4）

其

絶
海
中
津

（一駐日）



其

四

上

杉

謙

信

其
五

主
ハ
ム
ハ

伊
達
政
宗

石
川
丈
山

其

七

新

井

白

石

其
八

（一日起）

（ニ設対）

（一一
d
M
一一一）

（一当日）

新
井
白
石
・
室
鳩
巣

其

九

服

部

南

郭

（一一一一一一
K

）

其
十
服
部
南
郭
・
秋
山
玉
山

其
十
一
祇
園
南
海

其
十
二
梁
田
娩
巌

其
十
三
荻
生
但
旅

其
十
四

其
十
五

（一駄目寸）

（忌一一仁）

（忌一一一…）

（
山
陽
当
時
の
詩
風
）

（
山
陽
当
時
の
詩
風
）

（忌一試）
（石均一一一）

頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
と
嚢
枚
の
論
詩
絶
句
（
竹
村
）
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其
十
六

其
十
七

葛
子
琴

（戸店臥）

一、円
μ

」
ノ
占

μ

（
店
店
4）

其
十
八
菅
茶
山

（
店
訣
）

其
十
九
武
元
登
登
巷
（
一
勾
川
）

其
二
十
市
河
寛
斎
（

T
M
f
J
M）

 

宜〈主
（
二
二

主
ハ
一
二
二

大
窪
詩
仏

（
一
比
一
一
首
）

菊
池
五
山

（
石
町
川
）

柏
木
如
亭

（
一
一
一
言
）

其
二
四
館
柳
湾
（
一

M
E）
・
田
能
村
竹
田

其
二
五
梁
川
星
巌

（
足
一
校
）

宜
ハ
一
工
ハ

頼
山
陽

（
足
一
語
）

其
二
七
頼
山
陽

〆F 『＼

八七
三七
五七、、－
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こ
の
一
覧
か
ら
、
頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
中
に
論
評
さ
れ
る
対
象
が
、
ほ
ほ
時
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
且
つ

そ
の
配
列
は
、
私
の
見
る
と
こ
ろ
、
以
下
の
幾
つ
か
の
群
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、

A
群
（
其
一

l
l
其
五
）

と
し
て
、

江
戸
以
前
の
古
人
の
故
事
を
記
し
た
も
の
、

B
群
（
其
六

l
其
士
ニ
）
と
し
て
、
頼
山
陽
生
前
の
江
戸
前
期
の
詩
風
詩
人
を
評
し
た
も
の
、

C
群
（
其
十
四
l
其
二
五
）
と
し
て
、
頼
山
陽
に
深
く
関
わ
っ
た
江
戸
中
後
期
の
詩
風
詩
人
を
評
し
た
も
の
、
そ
し
て
最
後
に

D
群
（
其
二

六
、
二
七
）
と
し
て
、
頼
山
陽
自
身
の
自
己
批
評
を
附
し
て
総
括
す
る
と
い
う
分
類
で
あ
る
。

こ
の
頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
の
内
容
に
つ
い
て
、
或
い
は
国
文
学
方
面
に
於
て
は
既
に
自
明
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
門
外
の
私
は
、

以
後
の
叙
述
に
便
な
ら
し
む
る
為
に
、
以
下
こ
の
分
類
に
従
っ
て
概
要
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
A
群
（
其
一
1
1
其
五
）
の
論
詩
に
就
て
。
其
一
に
述
べ
る
菅
原
道
真
の
「
九
月
十
回
」
詩
、
其
四
に
述
べ
る
上
杉
謙
信
の

十
三
夜
」
詩
、
及
び
其
五
に
述
べ
る
伊
達
政
宗
の
「
遣
興
院
」
は
、
奇
し
く
も
い
ず
れ
も
津
阪
孝
縛
『
夜
航
詩
龍
』
巻
一
中
に
集
中
し
て

「
九
月

載
録
さ
れ
て
い
る
。
頼
山
陽
の
こ
れ
ら
の
論
詩
絶
句
と
『
夜
航
詩
話
」
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
れ
ら
が
当
時
に
お
い
て
も
よ

く
知
ら
れ
た
話
柄
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
其
二
に
言
及
す
る
村
上
天
皇
と
菅
原
文
時
が
作
詩
を
競
っ
た
故
事
は
、

大
江
匡
房
『
江
談
抄
』
第
五
、
及
び
「
今
昔
物
語
』
第
二
四
に
も
採
ら
れ
て
お
り
、
既
に
人
口
に
謄
炎
し
た
故
事
で
あ
る
。
ま
た
其
三
に

は

衣
中
廿
八
頼
明
珠

ぼ

う

ず

衣
中
の
廿
八
頼
の
明
珠
（
七
絶
）
は

風
雅
終
然
に
宥
読
に
堕
す
る
に

類
よ
り
出
る
は
故
よ
り
嘗
に
絶
海
（
中
津
）
を
推
す
べ
し

指出風
揮類雅
如故終
意嘗然
製推堕
鯨絶街
魚玄海琉

指
揮
す
る
こ
と
意
の
如
く
し
て
鯨
魚
を
も
製
す
る
な
り
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と
述
べ
て
、
二
十
八
字
の
七
絶
に
長
じ
た
五
山
の
詩
僧
絶
海
中
津
を
絶
讃
す
る
が
、
こ
れ
も
い
わ
ば
定
評
で
あ
っ
て
、
頼
山
陽
の
独
自
の

評
価
を
下
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、

A
群
の
論
詩
は
、
従
来
よ
く
知
ら
れ
た
古
人
の
故
事
を
巧
み
に
論
詩
に

6 

ま
と
め
あ
げ
た
技
量
こ
そ
賞
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
後
に
続
く
一
連
の
論
詩
絶
句
と
は
違
っ
て
、
頼
山
陽
独
自
の
確
固
た
る
文
学
主
張

が
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
こ
の
部
分
は
、

い
わ
ば
一
連
の
論
詩
絶
句
の
序
段
で
あ
っ
て
、
頼
山
陽

の
論
詩
の
主
意
は
こ
こ
に
は
無
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

次
に

B
群
の
論
詩
（
其
六
l
其
士
二
）
は
江
戸
前
期
中
期
の
文
人
の
論
評
で
あ
る
。
頼
山
陽
は
こ
こ
で
、
但
徳
｜
南
郭
の
所
謂
古
文
辞

派
の
詩
風
を
排
斥
す
る
一
方
、
正
徳
四
家
（
白
石
・
玉
山
・
南
海
・
娩
巌
）
の
詩
風
を
高
く
評
価
す
る
。
ま
ず
其
六
は
石
川
丈
山
評
で
あ

る

す

ふ

で

と

描
剣
援
裏
山
一
旦
等
閑
剣
を
撒
て
牽
を
援
る
は

ぁ量
に
等
閑
な
ら
ん

現
身
欲
列
古
仙
班

現
身

古
仙
の
班
に
列
せ
ん
と
欲
す

三
十
六
峰
の
碧
を
領
値
す
る
も

領
他
三
十
六
峰
碧

却
乞
残
畑
向
五
山

却
っ
て
残
畑
を
乞
ひ
て

五
山
に
向
は
ん
と
す

山
陽
は
こ
こ
で
、
石
川
丈
山
は
結
局
は
五
山
文
学
の
徐
習
を
脱
し
切
れ
な
か
っ
た
と
し
て
、
な
か
な
か
に
辛
競
に
論
評
す
る
。
按
ず
る

に
、
盛
唐
を
鼓
吹
し
た
格
調
中
心
の
丈
山
の
詩
献
に
、
山
陽
は
古
文
辞
派
と
軌
を
一
に
す
る
主
張
を
認
め
た
も
の
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
続

い
て
其
七
、

正
徳
諸
公
輩
出
群

正
徳
の
諸
公
は
尽
く
群
を
出
で



骸
難
雄
雑
各
争
文

翻
空
千
偲
求
威
鳳

嘗
属
筑
州
源
使
君

骸

難

雄

雑

各
お
の
文
を
争
ふ

空
を
翻
る
こ
と
千
偲

当
に
筑
州
の
源
使
君
（
新
井
白
石
）
に
属
す
べ
し

威
鳳
を
求
め
ん
と
す
れ
ば

自
注
に
「
白
石
先
生
、
正
徳
の
諸
官
中
に
於
て
文
采
と
筆
力
と
を
兼
ね
具
ふ
」
と
稽
讃
す
る
新
井
白
石
評
で
あ
る
。
山
陽
は
そ
の
「
書

正
徳
四
家
詩
紗
傑
」
に
於
て
、

正
徳
諸
公
中
、
余
は
（
新
井
）
白
石
・
（
秋
山
）
玉
山
・
（
祇
園
）
南
海
・
（
梁
田
）
娩
昌
の
四
先
生
に
推
服
す
。

次
で
其
八
、

と
述
べ
て
お
り
、
白
石
を
始
め
と
す
る
正
徳
の
四
家
を
高
く
評
価
す
る
。
本
論
詩
絶
句
に
於
て
も
、
以
下
正
徳
四
家
へ
の
讃
辞
が
続
く
。

白
石
槍
浪
書
臆
存

（
新
井
）
白
石
・
槍
浪
（
室
鳩
巣
）
の
書
臆
存
し

詩
中
商
略
用
朱
門
詩
中
の
商
略
に
朱
門
を
用
ふ

誰
か
知
ら
ん

本も麗
と藻
細は
論B仮
す偶
るに
をは

非
ず
し
て

誰
知
麗
藻
非
俵
備

前
輩
文
章
本
細
論

前
輩
の
文
章

こ
こ
で
山
陽
は
、
新
井
白
石
と
室
鳩
巣
の
往
復
書
簡
を
取
り
上
げ
、
「
前
輩
」
た
る
新
井
白
石
へ
の
尊
崇
の
念
を
示
し
て
い
る
。
（
但
し
、

白
石
は
基
本
的
に
は
古
文
辞
派
の
主
張
を
踏
襲
し
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。
古
文
辞
派
を
排
斥
す
る
山
陽
が
こ
の
よ
う
に
白
石
を
高
く
評
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価
す
る
の
は
、
正
徳
の
学
風
を
切
り
開
い
た
白
石
の
先
鞭
的
業
績
に
着
目
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
）

な
お
、
白
石
と
鳩
巣
の
詩
評
に

8 

「
室
新
詩
評
」
が
あ
る
。
続
い
て
其
九
、

口
角
宮
商
音
響
浮

句
中
義
味
未
深
求

一
生
不
解
子
遷
好

南
岸
秋
風
下
二
州

口
角
の
宮
商

句
中
の
義
味

音
響
浮
く

未
だ
深
く
求
め
ず

一
生
解
せ
ず

子
遷
（
服
部
南
郭
）
の
好
き
を

「
両
岸
の
秋
風

二
州
を
下
る
」
と
は

へ
の
批
判
を
強
め
る
。

こ
こ
で
頼
山
陽
は
、
服
部
南
郭
の
「
夜
下
墨
ね
」
詩
の
結
句
を
引
合
い
に
出
し
て
、
南
郭
詩
の
好
さ
が
ま
る
で
理
解
で
き
ぬ
と
南
郭

次
で
其
十
に
お
い
て
は
、
山
陽
は
南
郭
と
玉
山
と
を
対
比
す
る
。

羽
橋
何
及
玉
山
光

野
驚
家
難
在
抑
揚

不
解
藁
砧
鴻
雁
語

勝
他
太
白
釘
流
黄

羽
橋
（
服
部
南
郭
）
何
ぞ
（
秋
山
）
玉
山
の
光
あ
る
に
及
ば
ん

野

驚

柾

げ

て

抑

揚

す

る

の

み

家
難

解
せ
ず
「
藁
砧
」
「
鴻
雁
」
の
語
の

「
太
白
」
の
「
流
黄
」
に
対
す
る
に
勝
僻
す
る
を

「
藁
砧
」
「
鴻
雁
」
は
服
部
南
郭
「
古
艶
」
詩
の
語
で
あ
り
、
一
方
「
太
白
」
「
流
黄
」
は
秋
山
玉
山
の
「
古
都
」
詩
の
語
で
あ
る
。
こ

こ
で
も
頼
山
陽
は
、
服
部
南
郭
と
秋
山
玉
山
の
「
古
意
」
詩
を
対
比
し
つ
つ
、
玉
山
の
方
が
秀
れ
て
い
る
と
し
て
軍
配
を
挙
げ
る
の
で
あ



る
。
こ
の
よ
う
に
山
陽
の
南
郭
批
判
は
終
始
徹
底
し
て
い
る
。
次
で
其
十
一
、

伶
停
標
搬
恰
相
宜

猿
蹟
何
堪
被
肉
綜

欲
把
金
丹
換
凡
骨

イ倉
イ寧
J面
，，河ミ

何搬
ぞと
肉2し
糸三て
を
被
る

堪

"" 
ん

恰
も
相
宜
し

猿
噴

金
丹
を
把
り
て

凡
骨
に
換
へ
ん
と
欲
せ
ば

試
吟
南
海
竹
枝
詞

（
祇
園
）
南
海
の
竹
枝
調

正
徳
四
公
の
一
人
で
あ
る
祇
園
南
海
の
竹
枝
詞
に
頼
山
陽
が
い
た
く
共
鳴
す
る
こ
と
は
、
そ
の
「
抜
南
海
手
書
竹
枝
お
」
の
次
の
記
事

試
み
に
吟
ぜ
よ

に
も
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

余
嘗
て
竹
枝
の
一
体
を
論
ず
。
要
は
質
僅
伶
停
中
に
標
織
の
音
を
寓
し
、
歌
謡
の
本
色
を
失
は
ざ
る
に
在
り
。

な
お
頼
山
陽
自
身
の
竹
枝
調
に
つ
い
て
は
、
神
田
喜
一
郎
『
日
本
に
お
け
る
中
国
文
学
日
』
に
紹
介
が
あ
る
口
次
で
其
十
二
、

海
内
文
章
落
布
衣

偶
然
七
字
是
珠
磯

登
高
唯
有
梁
翁
賦

解
道
連
雲
秋
色
飛

布
衣
に
落
つ
」

是
れ
珠
磯
な
り

登
高
唯
だ
梁
（
田
娩
巌
）
翁
の
賦
す
る
有
り

解
く
道
ふ

「
海
内

文
章

偶
然
の
七
字

「
連
雲
秋
色
飛
ぶ
」
と
。

こ
れ
も
正
徳
四
家
の
一
人
梁
田
娩
巌
の
「
九
回
」
詩
の
句
意
を
賞
讃
し
た
も
の
。
「
海
内
文
章
落
布
衣
」
「
登
高
」
「
連
雲
秋
色
飛
」
は
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い
ず
れ
も
該
詩
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

10 

続
い
て
其
十
三
は
、
当
の
古
文
辞
派
の
大
き
な
擦
り
所
で
あ
っ
た
『
唐
詩
選
』
批
判
で
あ
る
。

済
南
選
法
本
濯
漫

扶
別
何
須
後
手
刊

金
箆
不
警
保
翁
眼

猶
従
五
里
霧
中
看

扶
易リ

何
ぞ
後
手
の
刊
す

2ゃ須ま、首ほ
J, i』正し

ケ漫E
Iv ま

な
り

済
南
（
李
馨
龍
）
が
選
法

猶
ほ
五
里

害容

f/f' 霊
手練
Q ／.ふ

守宮
リ眼

を
医
せ
ず

金
箆
も

こ
こ
で
頼
山
陽
は
、
服
部
南
郭
校
訂
の
李
馨
龍
輯
『
唐
詩
選
』
、
及
び
そ
れ
に
肢
を
附
し
た
古
文
辞
派
の
領
袖
荻
生
但
僚
を
厳
し
く
批

判
す
る
。
政
文
の
中
で
但
徳
は
、
南
郭
の
校
訂
に
つ
い
て

H

よ
く
五
里
霧
中
を
払
っ
か
に
と
賞
讃
し
て
い
る
が
、
山
陽
は
更
に
こ
れ
を
返

し
て
榔
撤
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
、

B
群
の
論
詩
絶
句
は
、
頼
山
陽
が
江
戸
前
期
に
盛
行
し
た
古
文
辞
派
の
但
旅
｜
南
郭
の
詩
風
を
ム
キ
に
な
っ
て
排
斥
す
る
一
方

で
、
白
石
・
玉
山
・
南
海
・
娩
巌
ら
正
徳
四
家
の
詩
風
を
高
く
評
価
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

次
に

C
群
（
其
十
四
1
其
二
五
）
の
論
詩
に
な
る
と
、
時
代
的
に
も
精
神
的
に
も
頼
山
陽
に
随
分
近
い
先
輩
や
同
輩
の
知
人
友
人
が
登
場

し
て
、
山
陽
の
論
調
は
俄
然
熱
気
を
帯
び
て
来
る
。
ま
ず
其
十
四
、

高
巻
搾
腸
筆
有
神

空
疎
何
敢
議
前
人

始
知
翰
墨
開
時
運

万
巻
腸
を
捧
へ
て
筆
に
神
有
り

空
疎
何
ぞ
敢
て
前
人
を
議
せ
ん
や

始
め
て
知
る

翰
墨
の
時
運
に
関
わ
る
を



文
化
何
如
正
徳
春
文
化
正
徳
の
春
に
何
知
？

自
注
に
「
近
日
の
諸
君
、
享
保
諸
公
の
詩
を
笑
ひ
て
陳
腐
と
為
す
」
と
あ
る
。
こ
の
論
詩
の
内
容
に
つ
い
て
、
神
田
喜
一
郎
先
生
に
適

確
な
注
艇
が
あ
る
の
で
、
次
に
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

正
徳
の
こ
ろ
の
人
は
、
み
な
深
い
学
聞
が
あ
っ
た
の
で
、
お
の
づ
か
ら
そ
の
筆
に
神
が
あ
っ
た
が
、

い
ま
の
人
は
学
問
が
空
疎
で
筆

に
神
が
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
い
ま
の
人
は
、
ど
う
か
す
る
と
、
正
徳
の
詩
を
か
れ
こ
れ
非
難
す
る
が
、
も
っ
て
の
ほ
か
の
こ

と
で
あ
る
。
山
陽
は
、
か
う
い
っ
て
当
時
の
人
を
戒
め
も
し
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
其
十
五
、

歴
城
何
及
慶
陽
才

歴
城
（
李
馨
龍
）

何
ぞ
慶
陽
（
李
夢
陽
）
の
才
に
及
ば
ん

傷

髄

従

来

訣

別

裁

偽

体

従

来

別

裁

を

依

く

竹
児
漁
洋
海
不
省

竹
詫
（
朱
韓
尊
）
・
漁
洋
（
王
士
穂
）

み

か

へ

り

み

津

な

省

ず

し

て

復
矯
浦
口
説
衰
枚

復
た
満
口

裳
枚
を
説
く
を
為
す

こ
こ
に
も
第
一
句
に
中
国
古
文
辞
派
の
領
袖
た
る
李
馨
龍
批
判
が
あ
る
。
こ
の
論
詩
は
同
時
に
、
朱
葬
尊
や
王
士
頑
の
良
さ
を
見
識
を

以
て
見
直
す
こ
と
な
く
、
徒
に
流
行
を
逐
っ
て
哀
枚
を
の
み
賞
め
そ
や
す
当
時
の
文
壇
の
無
定
見
な
風
潮
を
議
っ
た
も
の
で
あ
る
。
山
陽

は
更
に
、
文
化
十
年
間
六
月
に
詠
ん
だ
「
夜
読
清
諸
人
詩
、
戯
鵬
」
詩
の
中
で
も
、
衰
枚
に
つ
い
て
触
れ
、

倉
山
浮
審
筆
輸
舌

倉
山
（
衰
枚
）
は
浮
審
に
し
て
筆
は
舌
に
輸
し
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心

伯

二

子

才

縦

横

心

に

お
そ

二
子
の
才
の
縦
横
な
る
を
伯
る

12 

如

何

此

間

管

窺

豹

如

何

ぞ

此

の

間

管
よ
り
豹
を
窺
ひ

唯
把
一
衰
概
全
清
唯
だ
一
哀
を
把
り
て

全
清
を
概
せ
ん
や

と
述
べ
る
。
こ
れ
も
同
様
に
、
衰
枚
一
人
を
し
て
盲
目
的
に
全
清
を
代
表
さ
せ
る
わ
が
国
文
人
の
知
見
の
無
さ
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
。

入
谷
仙
介
氏
の
指
摘
の
知
く
、
筆
者
も
ま
た
、
山
陽
は
「
哀
枚
に
対
し
て
点
が
辛
い
が
、
衰
枚
と
山
陽
と
は
詩
風
が
あ
い
通
じ
が
）
」
い
る

と
い
う
考
え
方
に
立
つ
。

以
上
は
山
陽
当
時
の
文
化
文
政
期
の
文
壇
批
判
で
あ
っ
た
が
、
其
十
六
以
下
は
具
体
的
な
文
人
名
を
あ
げ
て
論
評
す
る
。
ま
ず
其
十
六
、

浪
速
城
中
朋
童
箸

な

に

は

あ

つ

ま

浪
速
城
中
に
朋
童
替
り

廷
証
混
沌
新
穿
薮

猶
ほ
嘉

靖

寓

新吾
た）

にに
寂3従
をつ
穿みて
っ
lま 金

銭
を
索
む

猶
従
嘉
蔦
索
金
銭

廷
証
た
る
混
沌
に

唯
有
多
才
葛
子
琴

唯
だ
多
才
の
葛
子
琴
有
る
の
み

古
文
辞
派
に
新
機
軸
を
打
ち
出
し
た
大
阪
混
沌
社
の
傑
材
た
る
葛
子
琴
を
評
し
た
も
の
で
あ
る
。
葛
子
琴
は
頼
山
陽
の
父
頼
春
水
と
親

交
が
あ
っ
問
。
次
に
其
十
七
、

泥
整
口
業
未
成
空

泥
撃
の
口
業

未
だ
空
と
成
ら
ず



呈
悌
紙
嘗
彫
琢
工

拷
由
又
草
塵
家
数
小

鉢
孟
還
出
潤
南
翁

仏
を
呈
す
る
は
紙
だ
当
に
彫
琢
の
工
に
よ
る
べ
し

拷
受
（
村
瀬
拷
亭
）
・
（
龍
）
草
麗
も

還
っ
て
清
南
翁
（
陸
誹
）
を
出
だ
す

家
数
小
さ
か
ら
ん

鉢
孟

但
稼
派
の
詩
文
に
抗
し
、
宋
詩
の
風
潮
を
開
い
た
詩
僧
六
如
を
評
し
た
も
の
で
あ
る
。
菊
池
五
山
「
五
山
堂
詩
論
』
巻
一
に
も
「
六
如

（包）

禅
師
、
詩
名
一
世
を
龍
軍
す
。
人
、
鉢
孟
中
の
陸
務
観
を
以
て
之
を
称
す
」
と
あ
る
。
山
陽
の
「
題
六
如
手
書
詩
巻
」
の
中
で
も
、
「
余
、

六
如
師
の
名
を
聞
き
て
、
之
を
景
慕
す
る
者
十
鈴
年
実
」
と
あ
っ
て
、
六
如
へ
の
篤
き
思
慕
を
述
べ
る
。
次
に
其
十
八
、

朱
絃
疏
越
愛
鐙
錦

風
格
誰
争
老
櫨
卿

大
句
寧
無
排
某
力

終
然
五
字
是
長
城

朱
絃
疏
酷
し

鰹
錦
た
る
を
愛
す

風
格

誰
寧tか
ろ§争
排は
某ん
の
力
鉦
か
ら
ん
も

老
礼
卿
（
菅
茶
山
）

終つ大
然ぃ句
には

五
字

是
れ
長
城
な
り

頼
山
陽
の
父
執
で
あ
り
恩
師
で
も
あ
っ
た
菅
茶
山
評
で
あ
る
。
大
句
（
七
古
）
よ
り
む
し
ろ
短
古
（
五
古
）
に
長
け
た
菅
茶
山
の
風
格

を
賞
す
る
。
山
陽
は
そ
の
「
書
六
如
・
茶
山
・
西
野
集
紗
衡
」
に
於
て
も
、
「
茶
山
・
六
如
は
皆
短
古
（
五
古
）
に
長
じ
て
、
長
古
（
七
古
）

に
短
か
し
」
と
評
し
て
い
る
。
な
お
頼
春
水
『
師
友
志
』
（
警
一
一
）
に
載
せ
る
菅
茶
山
協
は
頼
山
陽
が
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
更
に
山

陽
に
は
「
茶
山
先
生
行
槻
」
「
菅
茶
山
翁
遺
稿
的
」
等
、
父
執
た
る
菅
茶
山
に
つ
い
て
記
し
た
詩
文
は
頗
る
多
い
。
次
に
其
十
九
、

虎
鳥
龍
蛇
耳
伯
聞

頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
と
衰
枚
の
論
詩
絶
句
（
竹
村
）

虎
鳥
龍
蛇
耳
に
聞
く
を
伯
れ

13 



編
稗
宜
憧
勅
千
軍

論
衡
帳
裡
家
家
在

開
聞
誰
稽
武
景
文

編
梓

千
軍
を
勤
す
る
を

宜
し
く
憧
る
べ
し

14 

衡
を
論
ず
る
は

開
閥
よ
り

帳
裡

誰
か
称
す

武
（
元
）
景
文

家
家
に
在
る
も

名
著
『
古
詩
韻
範
』
を
著
し
、
兵
法
に
も
似
て
堂
々
た
る
詩
法
の
論
障
を
張
っ
た
武
元
登
登
蓄
を
讃
え
る
。
頼
山
陽
は
そ
の
『
古
詩
韻

範
』
院
に
お
い
て
も
兵
法
と
詩
法
の
類
似
性
を
述
べ
て
い
る
o

登
登
蓄
は
文
化
五
年
以
来
、
文
政
五
年
に
没
す
る
ま
で
頼
山
陽
の
終
生
の

親
友
で
あ
っ
た
。
山
陽
は
「
登
登
行
革
記
」
「
登
登
乏
巷
記
」
を
は
じ
め
、
登
登
蓄
に
つ
い
て
記
し
た
多
く
の
詩
文
を
残
持
o

次
に
其
二

十

河
受
憐
才
如
海
酒

種
桑
養
就
吐
総
護

可
知
築
易
心
遥
契

前
皐
香
山
後
剣
南

季市
h，，、、..／

手重う j可
ゑ受

寛
斎

い

つ

く

し

ふ

か

才
を
憐
む
こ
と
海
の
如
く
酒
し

養
ひ
就
く

楽
易

,L、

遥総
かを
に吐
契2く
う震
を

前；知
にる
香べ
山し

白
居
易

を
学
び
後
に
は
剣
南
（
陸
瀞
）

江
湖
派
の
領
袖
と
し
て
柏
木
如
亭
・
大
窪
詩
仏
・
菊
池
五
山
な
ど
多
く
の
俊
才
を
養
成
し
教
育
し
た
市
河
寛
斎
評
で
あ
る
。
寛
斎
も
ま

た
古
文
辞
派
の
主
張
を
斥
け
た
一
人
で
あ
っ
た
。
山
陽
は
そ
の
自
注
に
「
西
埜
翁
は
育
才
に
長
ず
。
江
湖
社
を
聞
き
、
名
手
輩
出
す
。
」

と
述
べ
て
い
る
。
次
に
其
一
二
、

い

か

ん

自
競
詩
悌
意
如
何
自
ら
詩
仏
と
号
す
る
は
意
如
何
？



千
備
調
翻
任
口
峨

教
化
縦
然
非
慶
大

済
人
不
堕
阿
修
羅

人教千
を化偽
済t i闘
へ縦た翻
ば然iと

し
て

口
に
任
せ
て
峨
ふ

阿広
修大
羅に
に非
はざ
堕おる
ちも
ざ
ら
ん

同
じ
く
江
湖
社
の
俊
才
た
る
大
窪
詩
仏
評
で
あ
れ
）
口
自
注
に
も
言
及
す
る
衰
枚
の
「
詩
仏
歌
」
は
『
随
園
詩
話
』
補
遺
巻
三
に
載
せ
る
D

次
に
其
二
二
、

胞
子
吟
争
願
五
山
知

却寸
恨舌
管権
絃衡
非海
太ミ内
暦詩

吟
を
学
ぶ
も
の

手
ひ
て
（
菊
池
）
五
山
に
知
ら
る
る
を
願
ふ

寸

舌

権

衡

す

海

内

の

詩

却
っ
て
恨
む

矯

喉

不

索

十

郎

詞

矯

喉

十
郎
の
詞管
を絃
索iは
め大
ざ暦
るに
を非

ず
し
て

や
は
り
江
湖
社
の
四
才
子
の
一
、
菊
池
五
郎
評
で
あ
る
。

一
二
句
は
、
そ
の
著
「
五
山
堂
詩
話
』
に
衰
枚
の
『
随
園
詩
話
』
に
も
似
て

弟
子
や
無
名
詩
人
の
詩
を
載
せ
、
為
に
海
内
の
詩
人
が
争
っ
て
五
山
に
知
ら
れ
る
事
を
願
う
に
至
っ
た
こ
と
を
い
う
。
自
注
に
よ
り
、
一
一
一

四
句
は
そ
の
「
深
川
竹
梅
」
三
十
首
を
言
う
。
蓋
し
唐
代
才
子
佳
人
の
愛
情
小
説
『
塞
小
玉
伝
』
中
の
「
大
暦
」
の
才
子
李
益
（
十
郎
）

を
菊
池
五
山
に
比
し
て
言
っ
た
も
の
か
。
ま
た
『
五
山
堂
詩
論
」
巻
五
に
は
、
五
山
が
十
一
歳
年
少
の
頼
山
陽
を
評
し
て
「
此
の
知
き
才

人
、
我
将
に
黄
金
を
鋳
て
之
に
事
へ
ん
と
す
る
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
次
に
其
二
三
、

頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
と
衰
枚
の
論
詩
絶
句
（
竹
村
） 詩

を
為
り
て
別
才
有
り

15 

柏
剥
矯
詩
有
別
才
柏
（
木
）
頑
（
如
亭
）



空
腸
直
吐
性
霊
来

稜
稜
吟
骨
無
牧
庭

埋
向
空
山
土
一
堆

空
腸
直
だ
性
霊
を
吐
き
来
る

16 

牧
む
る
処
無
く

空稜
山稜
のた
土る
一吟
堆t骨

埋
む
る
の
み

同
じ
く
江
湖
社
の
逸
材
た
る
柏
木
知
亭
評
で
あ
る
。
第
一
句
は
宋
・
厳
羽
『
槍
浪
詩
話
』
「
詩
排
」
に
「
詩
に
別
材
有
り
」
と
あ
り
、

第
二
句
「
性
霊
」
も
衰
枚
の
常
用
語
で
あ
る
。
第
四
句
は
如
亭
が
京
都
に
客
死
し
た
事
を
い
う
。
山
陽
は
「
如
亭
遺
稿
駒
」
を
撰
し
て
そ

の
奇
才
を
愛
惜
し
て
い
る
。
次
に
其
二
四
、

時
好
遷
移
知
循
環

時
好
の
遷
移
す
る
は

唯
だ
宋

明
の
間循
にか環
闘5す
しする

明言

？ゐ
ちく

百

年

唯

間

宋

明

間

百

年

閑
地
を
占
め
ん

誰
従
唐
尾
占
閑
地

西
有
竹
田
東
柳
湾

誰
か
唐
尾
に
従
ひ
て

西
に
（
田
能
村
）
竹
田
有
れ
ば
東
に
は
（
館
）
柳
湾
あ
り

こ
れ
は
中
晩
唐
を
表
彰
し
た
館
柳
湾
と
中
唐
の
大
暦
諸
家
を
愛
し
た
田
能
村
竹
田
評
で
あ
る
。
二
人
と
も
山
陽
の
親
友
で
あ
つ
が
）
O

続

い
て
主
ハ
二
五
、

織
女
機
総
巧
努
裁

江
湖
数
子
各
仙
才

誰
知
白
兎
迷
離
眼

織
女
の
機
綜

江
湖
の
数
子

第
裁
を
巧
み
に
す

各
お
の
仙
才
な
り

誰
か
知
ら
ん
白
兎
（
梁
川
星
巌
）
の
迷
離
の
眼



却
籍
謄
宮
霊
薬
来

ぬ
す

却
っ
て
鰭
宮
の
霊
薬
を
縞
ん
で
来
る
を

同
じ
く
江
湖
社
の
同
人
で
あ
り
、
再
従
妹
に
あ
た
る
十
五
歳
年
下
の
詩
人
紅
蘭
女
史
と
結
ぼ
れ
た
梁
川
星
巌
（
字
は
伯
殆
）
を
軽
く
榔

撤
し
た
も
の
で
あ
る
。
星
巌
は
山
陽
よ
り
九
歳
年
少
で
、
か
文
は
山
陽
、
詩
は
星
巌
“
と
称
さ
れ
て
親
し
い
詩
友
で
あ
っ
た
。
山
陽
に
は

「
梁
星
品
山
西
征
詩
序
」
そ
の
他
の
星
巌
に
つ
い
て
記
し
た
詩
文
が
あ
る
。

以
上
、

C
群
の
其
十
四
｜
其
二
五
の
論
詩
は
、
山
陽
当
時
の
文
壇
の
批
評
も
含
め
、
山
陽
よ
り
少
し
先
輩
に
あ
た
る
文
人
や
、
或
い
は

江
湖
社
の
同
人
た
る
同
時
代
の
文
人
を
熱
っ
ぽ
く
論
評
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
部
分
こ
そ
が
、

一
連
の
論
詩
絶
句
中
に
お
い

て
山
陽
が
最
も
力
を
込
め
て
論
評
し
た
要
諦
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
山
陽
の
論
詩
絶
句
が
詠
ま
れ
た
翌
々
年
、
文
政
十
二
年
刊
の
加

藤
淵
「
文
政
十
七
家
絶
句
』
に
は
、
頼
山
陽
が
こ
こ
に
論
評
し
た
菅
茶
山
・
市
河
寛
斎
・
館
柳
湾
・
柏
木
知
亭
・
大
窪
詩
仏
・
菊
池
五
山
・

田
能
村
竹
田
・
頼
山
陽
・
梁
川
星
巌
等
々
の
文
政
期
を
代
表
す
る
詩
人
の
絶
句
が
い
ず
れ
も
採
録
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
も
、
こ
こ
に
あ

げ
た

C
群
の
詩
人
が
山
陽
と
息
吹
き
を
同
じ
く
す
る
同
時
代
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
歴
然
と
す
る
の
で
あ
る
。
次
に

D
群
と
し
て
其
二
六
、

評
姿
群
観
宋
元
膚

む

ら

が

み

姿
を
評
し
て
は
群
り
視
る

論
味
争
政
中
晩
映

味
を
論
じ
て
は

時
の争
噌品ひ
み牧
にむ
メ』

す
る

中宋
フE

晩の
の金膚2
1奥5

断
粉
零
香
合
時
噌

問
君
何
苦
皐
韓
蘇

断

粉

零

香

君
に
問
ふ

何
を
苦
し
ん
で
韓
・
蘇
を
学
ぶ
や
と

こ
の
論
詩
も
神
田
先
生
に
簡
潔
な
要
絢
が
あ
る
の
で
、
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

そ

う

げ

ん

は

だ

あ

う

ま

い
ま
の
詩
人
は
、
姿
と
い
ふ
と
、
宋
や
元
の
詩
の
膚
合
ひ
の
美
し
い
の
を
喜
び
、
味
と
い
ふ
と
、
中
唐
や
晩
唐
の
詩
の
旨
い
の
を
好
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み
。
こ
れ
が
こ
ん
に
ち
の
晴
好
で
、
と
か
く
断
粉
零
香
、
す
な
は
ち
艶
っ
ぽ
い
も
の
で
な
け
れ
ば
歓
迎
し
な
い
。
し
か
し
、
自
分
は

か

ん

申

た

い

し

か
う
い
ふ
の
は
嫌
ひ
で
、
唐
の
韓
愈
（
退
之
）
や
蘇
戟
（
東
披
）
の
剛
健
な
作
品
が
好
き
な
の
で
あ
る
が
、
人
は
よ
く
自
分
に
お
前

18 

は
何
故
そ
ん
な
に
時
好
に
あ
は
な
い
も
の
を
学
ぶ
の
か
、
と
問
う
て
か
か
る
。
か
う
い
ふ
の
が
い
ま
の
詩
の
大
意
で
あ
る
が
、
こ
の

裏
に
は
、
暗
に
自
分
こ
そ
難
群
の
孤
鶴
で
、
前
に
詠
じ
た
寛
斎
、
詩
仏
、
五
山
、
如
亭
、
柳
湾
、
星
巌
な
ど
の
詩
は
詰
ら
な
い
も
の

だ
、
と
い
ふ
意
を
寓
し
た
の
で
あ
る
。

山
陽
に
は
「
書
韓
・
蘇
古
詩
紗
拠
」
が
あ
る
。
こ
の
論
詩
は
、
実
は
当
時
の
詩
風
批
判
に
籍
り
て
、
山
陽
が
自
己
の
文
学
観
を
開
陳
し

た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
次
の
最
終
其
二
七
の
主
張
に
直
結
す
る
も
の
と
い
え
る
。

文
章
於
世
本
織
塵

文
章
は
世
に
於
い
て
本
と
繊
塵
に
し
て

唯
恐
類
波
没
奮
津

唯
だ
恐
る
類
波
の
旧
津
を
没
す
る
を

欲
製
鯨
魚
無
気
力

半鯨
生魚

いを
徒5製
にらせ
詩ん
人と
と欲
喚す
ばる
るも
る
の
み

気
力
無
く

半
生
徒
被
喚
詩
人

第
三
句
「
鯨
魚
を
製
す
」
と
は
気
宇
壮
大
な
詩
文
の
喰
え
で
あ
り
、
其
三
に
も
同
様
の
表
現
が
あ
お
o

山
陽
は
こ
の
論
詩
絶
句
の
総
結

に
お
い
て
、
「
半
生
」
（
こ
の
年
山
陽
四
八
歳
）
早
や
気
力
も
失
せ
、
徒
に
詩
人
と
呼
ば
れ
る
自
分
を
シ
ニ
カ
ル
に
批
評
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
無
論
、
真
の
詩
人
た
ら
ん
と
す
る
山
陽
の
強
い
決
意
表
明
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
二
十
七
首
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
以
下
の
構
図
が
明
確
に
浮
び
あ
が
っ
て
来
る
。
即
ち
、
其
一
ー
ー
其
五

ま
で
は
今
一
つ
一
貫
し
た
文
学
主
張
が
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
其
六
l
其
十
三
の
論
詩
は
江
戸
前
期
の
文
人
の
う
ち
、
特
に
正
徳
四
公

を
賞
讃
し
て
、
但
棟
上
問
郭
の
古
文
辞
派
を
庇
斥
し
た
も
の
、
其
十
四
l
其
二
五
の
論
詩
は
山
陽
当
時
の
江
戸
後
期
の
文
壇
批
判
を
含
ん



で
、
先
輩
や
同
輩
の
友
人
知
人
を
熱
っ
ぽ
く
論
評
し
た
も
の
、
そ
し
て
最
後
に
、
山
陽
は
自
己
批
評
の
論
詩
を
附
し
て
一
連
の
論
詩
を
総

括
す
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
山
陽
の
論
詩
絶
句
の
構
造
は
、
そ
の
形
式
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
実
は
中
国
の
歴
代
文
人
の

論
詩
絶
句
、
就
中
哀
枚
の
論
詩
絶
句
の
強
い
示
唆
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
次
章
以
下
に
お
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

論
詩
絶
句
は
唐
の
杜
甫
に
濫
傍
を
見
て
以
来
、
金
の
元
好
問
、
清
の
王
土
穂
、
衰
枚
を
は
じ
め
、
そ
の
後
杜
甫
に
傾
倒
す
る
歴
代
の
著

名
な
詩
人
が
い
ず
れ
も
数
多
く
擬
作
を
試
み
た
一
種
の
文
芸
批
評
、
文
学
主
張
の
形
式
で
あ
お
o

本
章
で
は
、
頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
へ
の

影
響
を
考
え
る
為
に
、
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
論
詩
絶
句
の
特
徴
に
つ
い
て
、
そ
の
要
点
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

七
六
一
年
、
杜
甫
五
十
歳
の
年
に
詠
ま
れ
た
「
戯
篤
六
絶
句
」
は
、
実
は
か
な
り
難
解
な
論
詩
絶
句
で
あ
る
が
、
初
盛
唐
当
時
の
文
壇

の
風
潮
に
対
す
る
杜
甫
の
不
満
と
批
判
と
を
述
べ
た
点
で
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
目
加
田
誠
先
生
の
次
の
僻
静

が
ほ
ぼ
正
鵠
を
得
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

い
た
ず
ら
に
大
き
な
こ
と
ば
か
り
言
っ
て
、
前
代
の
詩

た
わ
む

人
を
あ
な
ど
り
、
実
は
力
が
そ
れ
に
伴
わ
ぬ
こ
と
を
憎
み
か
ら
か
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
で
、
わ
ざ
と
戯
れ
に
、
と
題
し
た
の
で
あ

こ
れ
は
作
者
の
一
種
の
詩
論
で
あ
る
。
恐
ら
く
当
時
後
輩
の
詩
人
た
ち
が
、

ろ
う
。
杜
甫
自
身
の
詩
が
彼
ら
に
重
ん
じ
ら
れ
ぬ
こ
と
に
対
す
る
不
満
も
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

杜
甫
は
該
詩
に
於
て
、
北
周
の
庚
信
や
初
唐
の
四
傑
に
及
ぶ
べ
く
も
な
い
今
人
の
詩
風
に
シ
ニ
カ
ル
な
批
評
を
加
え
る
が
、
例
え
ば
其

四
は
次
の
様
で
あ
る
。

才
力
磨
難
跨
敷
公

才
力
は
応
に
数
公
を
跨
ぐ
に
難
か
る
べ
し
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或
看
非
嫡
翠
蘭
苦
上

凡
今
誰
是
出
葦
雄
凡
今
誰
か
是
れ

或
ひ
は
非
嫡
翠
を
蘭
苦
の
上
に
看
ん
も

未
製
鯨
魚
碧
海
中

出
群
の
雄
な
ら
ん

20 

未
だ
鯨
魚
を
碧
海
中
に
製
せ
ず

こ
こ
に
は
当
時
の
文
壇
に
対
す
る
杜
甫
の
批
判
が
露
わ
で
あ
る
。
な
お
第
二
句
「
出
群
」
は
頼
山
陽
の
「
論
詩
絶
句
」
其
七
に
、
ま
た

第
四
句
「
製
鯨
魚
」
は
同
じ
く
其
二
七
に
そ
の
ま
ま
取
ら
れ
て
い
る
。

次
に
元
好
問
の
「
論
詩
三
十
首
」
は
二
二
七
年
、
そ
の
二
八
歳
の
年
に
詠
ま
れ
た
。
そ
れ
が
杜
甫
の
「
戯
矯
六
絶
句
」
に
倣
っ
て
詠

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
銭
大
断
『
十
駕
斎
養
新
録
』
巻
十
六
「
論
詩
絶
句
」
の
項
に
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
。
該
詩
に
お
い

て
元
好
問
は
、
「
天
然
」
「
真
淳
」
「
古
雅
」
「
精
純
」
と
い
う
概
念
を
準
用
し
つ
つ
、
杜
甫
や
陶
淵
明
に
最
大
の
敬
意
を
払
っ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
に
し
て
建
安
の
詩
風
へ
の
復
古
を
主
張
す
る
一
方
で
、
黄
庭
堅
を
中
心
と
す
る
江
西
詩
派
文
人
を
鋭
く
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
江

西
詩
派
は
主
に
北
宋
末
を
中
心
に
燃
え
織
っ
た
詩
風
で
あ
る
が
、
元
好
間
の
当
時
に
於
て
も
、
ま
だ
そ
の
余
勢
が
強
く
残
っ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
は
其
一
と
其
三
十
と
を
引
用
し
て
、
元
好
問
「
論
詩
三
十
首
」
の
首
尾
を
窺
う
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
其
一
、

漢
詩
貌
什
久
紛
転

正
龍
無
人
輿
細
論

誰
是
詩
中
疏
撃
手

暫
教
注
調
各
清
津

漢
謡
・
貌
什
は
久
し
く
紛
紙
と
し
て

人
の
与
に
細
論
す
る
無
し

正
体
は

誰
か
是
れ

詩
中
の
疏
撃
手
た
り
て

暫
ら
く
淫
・
清
を
し
て
各
お
の
清
津
な
ら
し
め
ん

こ
こ
に
は
、
久
し
く
乱
れ
た
漢
貌
以
来
の
「
正
体
」
を
新
た
に
切
り
開
く
べ
く
、
若
き
詩
人
元
好
問
の
崇
高
な
る
自
負
が
窺
わ
れ
る
。



続
い
て
其
三
十
、

搭
樹
批
鮮
自
覚
狂

書
生
技
療
愛
論
量

ゆ
す
お
お
あ
り

樹
を
揺
る
批
蜂

自
ら
狂
な
る
を
覚
ゆ

書
生
の
技
療

論
量
を
愛
す

老
来
留
得
詩
千
首

老
い
来
り
て

詩
千
首
を
留
め
得
れ
ば

創
っ
て
何
人
に
か
短
長
を
校
べ
ら
れ
ん

制
被
何
人
校
短
長

ゆ
す
お
お
あ
り

こ
れ
は
、
身
の
程
知
ら
ず
に
も
「
論
量
」
を
愛
す
る
自
分
を
、
韓
愈
「
調
張
籍
」
詩
の
表
現
を
借
り
て
「
樹
を
掘
る
蚊
蜂
」
に
喰
え
た

自
己
評
価
で
あ
る

D

こ
こ
に
も
二
十
代
の
元
好
問
の
意
気
軒
昂
さ
が
顕
わ
で
あ
る
。
論
詩
絶
句
を
こ
の
様
に
自
分
自
身
の
論
詩
で
締
め
括

る
や
り
方
は
、
こ
の
後
、
王
士
魂
や
頼
山
陽
も
倣
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
定
式
に
な
っ
た
感
が
あ
る
。

次
に
王
士
穂
の
「
戯
妨
元
遺
山
論
詩
絶
句
」
は
、

一
六
六
三
年
、
そ
の
三
十
歳
の
年
に
詠
ま
れ
た
。
表
題
が
示
す
通
り
、
元
好
問
に
倣
つ

て
建
安
以
来
の
文
学
を
論
評
し
、
や
は
り
最
後
は
自
己
批
評
の
論
詩
で
締
め
括
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
清
初
と
い
う
王
士
積
の
生
き
た
時

代
を
反
映
し
て
、
そ
の
論
評
の
中
心
は
当
時
の
文
壇
に
色
濃
く
残
っ
て
い
た
何
景
明
、
李
夢
陽
ら
を
含
む
明
代
文
学
の
鈴
淳
で
あ
っ
か
）
O

こ
こ
で
は
そ
の
典
型
と
し
て
、
其
二
三
に
見
ら
れ
る
何
景
明
評
と
其
三
五
の
自
己
批
評
の
論
詩
絶
句
に
就
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
其

一一一一一、接
跡
風
人
明
月
篇
跡
を
風
人
に
接
ぐ

何
郎
妙
悟
本
従
天

何
郎
（
景
明
）
の
妙
悟
は 明

本も 2
と l竺
天
従よ
り
す

王
楊
慮
賂
嘗
時
龍
王
・
楊
・
慮
・
賂
は
当
時
の
体
な
り
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莫
逐
刀
圭
誤
後
賢

万
圭
を
逐
ひ
て

後
賢
を
誤
る
莫
れ
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こ
こ
で
王
士
積
は
、
何
景
明
の
「
明
月
篇
」
に
就
て
、
「
風
人
」
に
跡
を
接
す
る
「
妙
悟
」
が
有
る
と
し
て
－
評
価
す
る
。
な
お
第
三
句
、

「
王
楊
慮
賂
嘗
時
韓
」
は
杜
甫
「
戯
第
六
絶
句
」
其
二
の
表
現
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
次
に
其
三
五
、

九
歳
詩
名
銅
雀
宣
室

九
歳
に
し
て
銅
雀
台
に
詩
名
あ
る
も

三
年
留
滞
楚
江
隈

如し三
か年
ず

楚
解ょ江
くの
黄隈
輩に
を留
唱滞
ふす
る
者
の

不
如
解
唱
黄
庫
章
者

新
自
王
戎
墓
下
来

新
た
に
王
戎
の
墓
下
よ
り
来
る
に

こ
の
詩
は
王
士
穂
自
身
を
述
懐
し
た
も
の
で
あ
る
。
九
歳
に
し
て
既
に
詩
名
の
あ
っ
た
王
士
魂
は
、
三
年
の
間
「
楚
江
」
（
揚
州
）

く
す
ぶ
り
続
け
る
自
分
の
宣
途
を
や
や
悲
観
的
に
み
つ
め
る
。
後
に
は
刑
部
尚
書
に
な
る
ま
で
に
出
世
す
る
王
土
積
で
あ
る
が
、
こ
の
時

三
十
歳
の
み
ぎ
り
に
は
、
如
才
な
く
立
ち
回
る
処
世
態
度
を
容
認
で
き
な
か
っ
た
事
が
、
こ
の
論
詩
の
三
四
句
の
心
情
独
白
か
ら
窺
え
る
。

以
上
、
杜
甫
、
元
好
問
、
王
士
穂
の
論
詩
絶
句
に
就
て
そ
の
あ
ら
ま
し
を
見
て
来
た
が
、
こ
れ
ら
の
代
表
的
な
論
詩
絶
句
か
ら
、
今
そ

の
特
徴
を
以
下
の
様
に
ま
と
め
る
事
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

付
論
詩
絶
句
中
に
論
評
す
る
対
象
は
、
多
く
作
者
の
当
時
の
文
壇
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
詩
人
で
あ
り
、
詩
風
で
あ
る
こ
と
。

例
え
ば
社
甫
に
お
け
る
「
爾
曹
」
、
元
好
聞
に
お
け
る
「
江
西
詩
派
」
、
王
士
穂
に
お
け
る
明
代
古
文
辞
派
な
ど
。

同
そ
し
て
、
作
者
は
こ
れ
ら
の
当
面
す
る
問
題
に
厳
し
く
対
峠
す
る
べ
く
、
論
詩
絶
句
に
お
い
て
自
己
の
文
学
主
張
を
試
み
た
も
の



で
あ
る
こ
と
。
例
え
ば
杜
甫
に
お
け
る
建
安
文
学
へ
の
復
古
、
元
好
問
に
お
け
る
陶
淵
明
、
杜
甫
の
「
真
淳
」
「
天
然
」

へ
の
傾
倒
、

王

士
積
に
お
け
る
「
妙
悟
」
の
主
張
等
で
あ
る
。

同
そ
の
主
張
は
、
む
ろ
ん
正
面
切
っ
た
詩
人
論
、
文
学
論
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
論
詩
絶
句
中
に
盛
ら
れ
た
思
想
は

い
ず
れ
も
真
撃
で
あ
る
こ
と
。
（
杜
甫
の
「
戯
」
は
な
る
ほ
ど
戯
態
を
と
る
も
の
の
、
そ
の
主
張
は
至
っ
て
真
剣
で
あ
る
。
）
従
っ
て
論
詩

絶
句
は
一
種
の
文
学
批
評
と
し
て
十
分
に
機
能
し
得
る
こ
と
。

回
こ
れ
に
関
連
し
て
、
末
尾
の
自
己
論
評
に
見
ら
れ
る
様
に
、
作
者
は
し
ば
し
ば
論
詩
絶
句
中
に
於
て
自
分
自
身
を
論
評
し
た
論
詩

絶
句
を
試
み
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
蓋
し
論
詩
絶
句
が
一
種
の
文
学
主
張
で
あ
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
口

さ
て
こ
こ
に
あ
げ
た
論
詩
絶
句
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
続
く
哀
枚
の
論
詩
絶
句
に
於
て
も
、
幾
ら
か
の
変
調
を
含
み
な
が
ら
、

概
ね
そ
の
ま
ま
色
濃
く
踏
襲
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。

四

衰
枚
の
「
倣
元
遺
山
論
議
」
三
八
首
は
一
七
八
一
年
、
そ
の
六
六
歳
の
年
に
詠
ま
れ
た
。
元
好
間
の
論
詩
絶
句
が
二
八
歳
、
王
土
積
の

そ
れ
が
三
十
歳
の
若
年
に
詠
ま
れ
た
の
に
較
べ
れ
ば
、
論
詩
絶
句
を
詠
ん
だ
時
の
衷
枚
は
既
に
詩
人
と
し
て
老
成
し
て
い
た
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。
こ
の
年
齢
差
は
、
当
然
そ
れ
ぞ
れ
の
論
詩
絶
句
の
論
評
の
姿
勢
に
も
反
映
す
る
。
即
ち
、
元
好
関
や
王
士
頑
の
論
詩
絶
句
は
、

既
に
概
説
し
た
様
に
、
当
時
の
文
壇
に
政
一
庖
し
て
い
た
前
時
代
の
余
風
に
対
し
て
厳
し
く
対
決
す
る
青
年
詩
人
の
姿
勢
が
濃
厚
で
あ
る
が
、

哀
枚
の
論
詩
絶
句
に
つ
い
て
言
え
ば
、
確
か
に
文
人
批
評
の
姿
勢
は
あ
る
も
の
の
、
む
し
ろ
詩
中
に
論
評
す
る
詩
友
知
友
の
備
忘
録
、
乃

至
は
懐
古
録
の
様
相
を
態
し
、
家
長
を
囲
む
な
ご
や
か
な
一
族
団
築
の
雰
囲
気
さ
え
呈
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
雰
囲
気
の
由
来
す
る
処
は
、

題
下
に
付
し
た
次
の
序
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
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遺
山
（
元
好
問
）

の
論
詩
は
古
多
く
今
は
少
な
し
。
余
は
古
少
な
く
今
多
し
。
懐
人
を
兼
ぬ
る
が
故
な
り
。
其
の
未
だ
見
ざ
る
所
と
、
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見
る
と
難
も
而
も
胸
中
に
軒
軽
す
る
所
無
き
者
と
は
、
倶
に
閥
如
す
。

こ
の
序
か
ら
、
衰
枚
の
論
詩
絶
句
中
に
論
評
さ
れ
る
詩
人
は
、
概
ね
衰
枚
と
同
時
代
の
評
価
の
定
ま
っ
て
い
る
詩
友
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
こ
で
以
下
に
、
衰
枚
の
論
詩
絶
句
中
に
論
評
さ
れ
た
詩
人
に
つ
い
て
一
覧
す
る
こ
と
に
す
る

其其宜ハ一

（
下
欄
は
関
連
記
事
）
。

⑨
王
士
積

（
一
口
一
一
一
寸
）

（
衰
枚
『
随
園
詩
話
』
巻
一
一
一
）

⑨
呉
偉
業

（
一
対
立
）

高
其
停

（
宗
一
一
政
）

ヘ
衰
枚
「
高
文
良
公
神
道
碑
」
文
集
巻
二

J

／
「
高
文
良
公
味
和
堂
詩
序
」
文
集
巻
十
」

（
五
日
正
）
・
郭
爾
泰

（
一
口
院
）

其

四

張

廷

玉

宜
ハ
五

其
六

（
嚢
枚
「
都
文
端
公
行
略
」
文
集
巻
八
）

〆’ー、、。

『
随
園
詩
話
巻
三
・
六
）

査
慎
行

（
一
笠
切
）

（
裳
枚
『
随
園
詩
話
』
巻
四
・
八
）

楊
守
知

（
二
い
日
付
）

（
衰
枚
『
随
園
詩
話
』
巻
一
）

（
忌
一
」
一
一
）

其

七

湯

右

曾

其
八

（
衷
枚
『
随
園
詩
話
』
巻
八
）

⑥
潜
来

（
一
口
一
四
）
・
黄
之
佳
門

（
一
倍
臥
）

（
裳
枚
『
随
園
詩
話
』
巻
六
・
八
）



其
九
許
廷
鍔
（
十
批
翫
）
・
沈
起
元

其
十

其
十
一
黄
任

其
十
二
張
鵬
掛
川

其
十
三

其
十
四
金
農

其
十
五
杭
世
駿

其
十
六

者
ノ
縫
善

（

5
2）
・
方
観
承

（
一
絞
五
）

（広一以）

（二ぃ

ιハ）

頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
と
蓑
枚
の
論
詩
絶
句
（
竹
村
）

（
一
円
以
店
）

（
一
口
駁
）
・
周
長
護

属
顎

（
一
駄
目
一
一
）

（
一
京
町
）

（
一
訪
日
）

商
盤

（
一
比
一
仁
）

（
衰
枚
「
光
椋
寺
卿
沈
公
行
状
」
文
集
巻
八
）

＼
衰
枚
「
文
華
殿
大
学
士
予
文
端
公
神
道
碑
」
文
集
巻
三
J

／

「

方

敏

悟

公

神

道

碑

」

文

集

巻

三

＼

〆’ー、、

クク

「
送
予
太
保
従
南
江
入
閣
序
」
外
集
巻
一
一
一
／

「
予
文
端
公
詩
集
序
」
外
集
巻
一
一
一
、

／’ー、、

~ 夕

「
代
湯
海
相
公
祭
予
太
保
文
」
外
集
巻
三
J

「
謝
手
太
保
和
詩
啓
」
外
集
巻
五
＼

，戸、、

。

「
六
替
公
主
南
江
線
督
苦
ノ
公
去
思
碑
」
外
集
巻
六
）

〆’h 、、

今

『
随
園
詩
話
』
巻
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
十
二
・
補
遺
巻
二
）

（
衰
枚
『
随
園
詩
話
』
巻
九
）

（
嚢
枚
『
随
圏
詩
話
』
補
遺
巻
十
）

（
杭
世
駿
「
小
倉
山
房
文
集
序
」
文
集
序
）

（
衰
枚
「
随
園
詩
話
』
巻
四
・
五
・
八
・
補
遺
巻
ニ

（
衰
枚
「
祭
商
賓
意
太
守
文
」
文
集
巻
十
四
）
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其
十
七
胡
天
諜

（
一
駄
目
以
）

其
十
八

o
程
耳
目
芳

（
ニ
ド
臥
）

其
十
九

O
蒋
士
鐙
（
一
定
日
）
・

o
越
翼
（
一
比
一
一
此
）

其
二

O
張
漁
村
（
什
）
・
符
曾
（
二
い
一
八
八
）
・
謝
芳
蓮
（
什
）

主ハ

（

T
M白
羽
）

O

王
文
治

（
ク
『
随
園
詩
話
』
巻
三
・
五
・
七
・
十
）

＼
裳
枚
「
胡
稚
威
耕
龍
文
序
」
文
章
巻
十
一
／

／
「
胡
稚
威
哀
調
」
文
集
巻
十
四
、

（
ク
『
随
園
詩
話
』
巻
一
・
五
・
補
遺
巻
二
・
七
）

ヘ
嚢
枚
「
翰
林
院
編
修
程
君
魚
門
墓
誌
銘
」
続
文
集
巻
二
六
／

／

。

「

答

程

魚

門

書

」

文

集

巻

十

八

」

（
。
「
随
園
詩
話
』
巻
三
・
五
・
六
・
七
・
八
・
十
・
十
三
・
補
遺
巻
七
）

ヘ
衰
枚
「
翰
林
院
編
修
蒋
公
墓
誌
銘
」
続
文
集
巻
二
五
）

／
h
T

「
趨
雲
松
甑
北
集
序
」
続
文
集
巻
二
八

＼
蒋
士
鐙
「
讃
随
園
文
題
辞
」
文
集
題
辞
J

／
。
「
題
随
園
耕
程
文
」
外
集
題
辞
、

（
裳
枚
「
輿
蒋
苦
生
書
」
外
集
巻
四
）

＼
『
随
園
詩
話
』
巻
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
六
・
／

／
八
・
十
一
・
十
四
・
十
五
・
補
遺
巻
三
・
五
＼

（
嚢
枚
『
随
園
詩
話
』
巻
五
）

主
ハ
一
一
一
一

O
高
光
泰
（
石
主
）
・
程
衡
帆
（
什
）
・
王
陸
積
（
什
）

（
嚢
枚
『
随
園
詩
話
』
巻
一
・
七
・
十
一
一
一
）

0
高
文
照

（
一
桂
川
）
・
陸
建
（
什
）

ヘ
裳
枚
「
寓
柘
披
詩
集
蹴
」
文
集
巻
十
一
／

／
ク
「
寓
柘
坂
繁
子
集
序
」
外
集
巻
一
＼

〆’町、、

// // 

「
王
介
祉
詩
序
」
文
集
巻
十
／

「
突
高
東
井
孝
廉
序
」
詩
集
巻
二
五
＼
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主
ハ
一
二
二

其
二
四

胡
徳
琳
（
什
）

ヰ
ア
慶
玉
・
ヰ
ア
慶
蘭
・
ヰ
ア
慶
桂
・
予
慶
一
森
（
者
ノ
纏
善
の
四
子
）

其
二
五

O
銭
維
高
（

T
M
汚）

其
二
六

其
二
七

0
巌
長
明

（
戸
店
↑
）

〆’ー、、

ク ク

「
酒
君
小
伝
」
文
集
巻
七

『
随
園
詩
話
』
巻
十
三

（
裳
枚
「
碧
映
粛
詩
存
序
」
文
集
巻
二
八
）

＼
衰
枚
『
随
園
詩
話
』
巻
二
・
三
・
四
・
八
・
十
三
・
同
補
遺
巻
四
・
七
J

／

Z

「
答
手
似
村
書
「
再
答
者
ノ
似
村
書
」
文
集
巻
十
九
、

〆’ー、、

今今

「
予
似
村
公
子
詩
集
序
」
外
集
巻
三
J

「
寄
樹
粛
雨
林
」
詩
集
巻
十
七
＼

〆戸、＼

~ φ 

「
題
慶
雨
林
詩
冊
井
序
」
詩
集
巻
十
一
J

「
輿
一
森
似
村
雨
公
子
書
」
外
集
巻
四
＼

（
衰
枚
「
銭
竹
初
詩
序
」
続
文
集
巻
二
八
）

（
裳
枚
『
随
園
詩
話
』
巻
四
・
五
・
七
・
十
三
・
十
四
）

込

書

（

一

緒

拡

）

・

o
顧
敏
恒
（
一
泊
五
）
・

o
孫
星
術
（
一
当
店
）
（
蓑
枚
『
随
園
詩
話
』
巻
七
補
遺
巻
五
六
）

0
楊
芳
燦
（

T
M
f
E）・

o
黄
景
仁

（
石
川
乱
）

其
二
八
宋
樹
穀
（
什
）

其
二
九

O
飽
皐
（
一
凶
川
以
）
・
（
子
）
飽
之
鍾
（
一

h
o一一）

其
三
十

銭
埼

（
ニ
一
一
位
）
・

o
梁
同
書

（
石
一
一
一
正
）
・
呉
玉
埠

頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
と
嚢
枚
の
論
詩
絶
句
（
竹
村
）

（
嚢
枚
「
答
洪
稚
存
書
」
文
集
巻
十
九
）

（
衰
枚
「
随
園
詩
話
』
巻
十
三
）

（
嚢
枚
『
随
園
詩
話
』
巻
二
・
九
）

（
口
一
）
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主
会
一
一

主
ハ
三
二

其其
三
四

主
ハ
三
五

主
ハ
三
ム
ハ

其
三
七

0

王
友
亮

（
一
泊
仁
）
・
申
甫

三
誌
は
）

張
賂
（
一
川
～
叫
ん
し
・
沙
維
杓
（
什
）
・
張
山
岡

魯
蒲
（
竹
）
・
李
勉
（
什
）
・
陳
浦
（
竹
）

丁
珠
（
口
一
）
・
黄
之
紀
行
）

衰
樹
（
従
弟
）
（
竹
）

陳腿…

（
竹
）
・

o
呉
蔚
光

（
石
畑
一
一
一
）

何
士
頗
（
竹
）
・
陳
古
漁

（
口
一
）
・
方
正
樹

（口一）

（
十
批
一
猷
）

ヘ
衰
枚
「
心
中
賢
人
歌
寄
銭
瑛
沙
方
伯
」
詩
集
巻
二
五
J

／

「

突

銭

瑛

沙

先

生

」

詩

集

巻

三

二

」

28 

〆ー、、〆’『＼

φ 今 ~ 

「
銭
旗
沙
先
生
詩
序
」
続
文
集
巻
二
八
〆

「
福
建
布
政
使
銭
公
墓
志
銘
」
続
文
集
巻
二
六
、

『
随
園
詩
話
』
巻
八
・
十
二
・
十
四
・
補
遺
巻
五
・
七
）

＼
衰
枚
『
随
園
詩
話
』
巻
三
・
五
・
十
・
十
四
〆

／
。
「
題
魯
星
村
小
像
」
詩
集
巻
二
九
、

（
哀
枚
『
随
園
詩
話
』
巻
五
）

ヘ
哀
枚
「
香
亭
任
江
城
別
駕
一
年
j
」
詩
集
巻
二
六
／

／

『

随

園

詩

話

』

巻

七

」

（
衰
枚
「
題
陳
梅
卑
詩
巻
」
詩
集
巻
十
七
）

，，『、、

今

『
随
園
詩
話
』
補
遺
巻
一
）

＼
衰
枚
「
何
南
国
詩
序
」
続
文
集
巻
二
八
／

／
。
「
何
南
園
詩
選
後
序
」
同
巻
一
三
」

／戸、、／戸『、、

/,, /,, /,, 

『
随
園
詩
話
』
巻
十
四

J

「
陳
古
漁
詩
概
序
」
外
集
巻
二
、

『
随
園
詩
話
』
巻
三
・
六
・
補
遺
巻
ニ



其
三
八

夫
己
氏
（
什
）

（
哀
枚
『
随
園
詩
話
』
巻
五
）

ヘ
生
没
年
表
示
は
主
に
美
亮
夫
『
歴
代
人
物
年
里
碑
惇
綜
表
』
に
よ
る
。
詩
人
名
は
宗
J

／
廷
輔
『
古
今
論
詩
絶
句
』
、
呉
世
常
『
輯
注
論
詩
絶
句
二
十
種
』
そ
の
他
に
よ
る
。
＼

ヘ
衰
枚
「
小
倉
山
房
詩
集
・
文
集
・
続
文
集
・
外
集
』
／

／
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
小
倉
山
房
」
を
略
し
て
記
す
る
。
＼

（
『
随
園
詩
話
』
は
主
要
な
言
及
の
み
を
採
っ
た
。
）

以
上
の
一
覧
か
ら
以
下
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
る
。
即
ち
、
衰
枚
（
高
ト
出
）
の
論
詩
絶
句
中
に
論
評
さ
れ
る
所
謂
「
古
人
」
と
は

⑨
印
を
付
し
た
玉
士
稽
・
呉
偉
業
・
潜
来
の
三
名
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
他
の
多
く
は
「
今
人
」
、
即
ち
衰
枚
と
同
時
代
の
、
而
も
下
欄
に

示
し
た
衰
枚
が
撰
し
た
多
く
の
伝
記
や
詩
文
序
が
知
実
に
証
明
す
る
様
に
、
衰
枚
と
特
に
深
い
交
際
の
あ
っ
た
詩
友
ば
か
り
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、

o
印
を
付
し
た
詩
人
は
衰
枚
よ
り
年
少
で
あ
り
、
衷
枚
の
交
友
の
幅
広
さ
を
示
す
好
箇
の
資
料
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
実
の
当
然
の
反
映
と
し
て
、
哀
枚
の
論
詩
絶
句
に
お
い
て
は
、
元
好
問
や
王
土
積
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
な
、

眼
前
の
文
壇
の
情
況
に
厳
し
く
対
峠
す
る
青
年
の
客
気
は
も
は
や
消
え
失
せ
、
あ
た
か
も
『
随
園
詩
話
』
の
世
界
に
も
似
て
、
親
し
い
友

人
知
人
の
懐
旧
録
の
様
相
を
濃
厚
に
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
時
代
性
や
哀
枚
の
性
格
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
や
は
り
六
十
六
歳
と
い
う

老
熟
し
た
年
齢
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

実
は
、
こ
こ
で
衰
枚
の
論
詩
絶
句
の
論
評
内
容
に
つ
い
て
個
々
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
幾
分
か
に
つ
い
て
筆
者

は
既
に
論
じ
が
）
こ
と
が
あ
る
の
で
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
再
述
を
省
略
す
る
。
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頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
と
蒙
枚
の
論
詩
絶
句
（
竹
村
）



30 

五

新
趣
向
の
江
戸
文
人
の
論
評
を
中
心
と
し
た
頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
は
、
遠
く
は
杜
甫
や
元
好
関
の
影
響
も
確
か
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

主
に
は
衰
枚
の
論
詩
絶
句
の
啓
発
を
受
け
て
構
想
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て
明
確
に
述
べ
た
頼
山
陽
の
直
接
資
料
は
残
念

な
が
ら
無
い
が
、
い
ま
、
論
詩
絶
句
を
め
ぐ
る
作
者
の
年
齢
や
論
評
の
姿
勢
内
容
、
更
に
は
江
戸
後
期
に
お
け
る
衰
枚
詩
の
流
行
等
々
の

諸
要
素
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
は
、
杜
甫
や
元
好
問
、
王
土
頑
の
そ
れ
よ
り
は
、
む
し
ろ
衰
枚
の
論
詩
絶
句
に
よ
り

大
き
な
直
接
の
類
似
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
む
ろ
ん
類
似
性
と
共
に
相
違
点
も
多
々
あ
る
の
で
あ
る
が
。
）
以
下
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
改
め
て
検
証
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
論
詩
絶
句
を
詠
ん
だ
作
者
の
年
齢
か
ら
見
た
場
合
、
頼
山
陽
の
四
八
歳
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
寧
ろ
衰
枚
の
六
六
歳
に
近
く
、

元
好
問
の
二
八
歳
、
王
士
積
の
三
十
歳
と
は
裁
然
と
区
別
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
一
三
一
口
い
代
え
れ
ば
、
頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
は
、
表
枚
の
そ
れ

が
熟
年
期
の
作
品
で
あ
る
の
に
似
て
中
年
期
熟
年
期
の
作
品
で
あ
り
、
元
好
聞
や
王
士
輔
の
そ
れ
の
様
に
若
年
期
の
意
気
軒
昂
の
頃
の
作

い
た
ず
ら

品
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
こ
と
わ
っ
て
お
け
ば
、
そ
の
論
詩
絶
句
詩
の
最
末
尾
に
自
分
を
－
評
し
て
「
半
生
徒
に
詩
人
と
喚
ば

る
」
と
詠
み
、
五
三
歳
で
逝
っ
た
不
世
出
の
天
才
頼
山
陽
は
、
蓋
し
中
年
の
四
八
歳
に
し
て
既
に
熟
年
の
域
に
入
っ
て
い
た
と
考
え
て
さ

し
っ
か
え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
）

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
作
詩
時
期
の
若
年
と
熟
年
と
の
違
い
は
、
当
然
な
が
ら
、
論
詩
絶
句
に
お
け
る
論
評
の
内
容
、
姿
勢
の
違
い
と

な
っ
て
現
れ
る
。
金
の
元
好
問
、
清
の
王
士
穂
の
論
詩
絶
句
は
、

い
ず
れ
も
作
者
が
当
時
の
文
壇
の
現
状
に
強
く
発
憤
し
、
「
戯
れ
」
と

は
い
い
な
が
ら
可
成
り
真
撃
な
文
学
主
張
を
内
に
秘
め
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
情
況
背
景
も
当
然
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、

何
よ
り
も
作
者
の
当
時
の
年
齢
が
崇
高
な
理
想
に
燃
え
る
若
年
期
に
あ
っ
た
事
が
根
底
的
に
大
き
な
要
素
で
あ
っ
た
事
を
見
落
す
訳
に
は



玉
、
為
、
、
4

0

し
・
刀
千
h
a

し

こ
れ
に
対
し
、
哀
枚
や
頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
は
、
む
ろ
ん
文
壇
の
現
状
に
対
す
る
義
憤
は
払
拭
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
作
者
の
友

人
知
人
と
の
交
友
の
記
録
を
留
め
た
「
懐
人
」
詩
の
要
素
の
方
が
よ
り
濃
厚
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
当
然
時
代
差
は
大
き
く
関
わ
る
で
あ
ろ

う
が
、
よ
り
根
底
的
に
は
、
作
詩
の
当
時
、
作
者
が
既
に
老
熟
の
域
に
入
っ
て
い
た
事
に
大
き
く
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
両
詩

と
も
に
青
年
に
あ
り
が
ち
な
、
物
事
の
本
質
を
問
い
か
け
る
崇
高
な
理
想
像
は
既
に
影
を
ひ
そ
め
、
代
り
に
友
人
知
人
の
言
行
を
ま
と
め

た
備
忘
録
的
な
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

更
に
衰
枚
と
頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
、
清
朝
中
後
期
と
江
戸
後
期
と
い
う
時
代
の
共
通
性
も
認
識
し
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
。
中
国
の
清
朝
期
と
日
本
の
江
戸
期
と
は
、
偶
ま
同
時
代
に
位
置
す
る
と
は
い
え
、
も
と
よ
り
独
立
し
た
別
個
の
二
王
朝
で
あ

り
、
こ
れ
を
安
易
に
同
一
視
す
る
事
は
で
き
な
い
D

し
か
し
両
者
は
全
く
無
関
係
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
こ
れ
も
正
し
く
な
く
、
両
者
の

多
く
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
事
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
裳
枚
や
頼
山
陽
の
如
き
自
由
文
人
の
横
行
を
許
し
た
社
会
背
景
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

江
戸
後
期
の
頼
山
陽
を
清
初
期
の
玉
士
積
と
清
中
後
期
の
哀
枚
と
に
当
て
は
め
て
考
え
て
み
た
場
合
、
論
詩
絶
句
詩
例
で
も
明
ら
か
な
様

に
、
山
陽
は
む
し
ろ
衰
枚
の
方
に
種
々
の
類
似
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
D

即
ち
、
清
初
の
王
士
積
に
あ
っ
て
は
、
如
何
に
明
末
の
残

淳
を
払
拭
し
て
新
し
い
清
朝
の
文
風
を
切
り
開
く
か
が
当
面
の
急
務
で
あ
っ
た
。
紀
闘
の
『
四
庫
提
要
』
の
王
土
積
僚
に
、

平
心
に
し
て
論
ず
れ
ば
、
我
が
朝
開
国
の
初
め
に
当
り
、
人
皆
明
代
王
（
世
貞
）
・
李
（
馨
龍
）
の
膚
廓
、
鍾
（
憧
）
・
謹
（
元
春
）
の

織
灰
を
厭
ふ
。
是
に
於
て
詩
を
談
ず
る
者
は
競
ひ
て
宋
・
元
を
尚
ぶ
。
既
に
し
て
宋
詩
の
質
直
は
流
れ
て
有
韻
の
語
録
と
為
り
、
元

詩
の
縛
鐘
は
流
れ
て
対
句
の
小
詞
と
為
る
。
是
に
於
て
士
禎
等
、
清
新
俊
逸
の
才
を
以
て
、
水
に
範
し
山
を
模
し
風
を
批
し
月
を
抹

し
、
天
下
に
但
ふ
る
に
「
一
字
に
著
せ
ず
し
て
尽
く
風
流
を
得
」
る
を
説
く
を
以
て
す
。
天
下
遂
に
翁
然
と
し
て
之
に
応
ず
。

と
述
べ
る
の
を
そ
の
的
確
な
論
評
と
す
る

D

こ
れ
に
対
し
、
清
朝
の
中
後
期
に
生
き
た
哀
枚
の
場
合
、
明
朝
風
気
と
の
対
峠
は
既
に
当
面

の
重
要
な
課
題
で
は
な
く
、
あ
ま
つ
さ
え
実
社
会
か
ら
遠
く
離
れ
て
退
隠
す
る
六
六
歳
の
高
齢
で
あ
る
事
も
加
わ
っ
て
、
そ
の
論
評
に
は

31 
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村
）



衰
枚
の
友
人
知
人
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
国
は
違
い
、
事
情
は
同
じ
で
な
い
が
、
頼
山
陽
の
場
合
も
、
偶
然
に
も
彼
が
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江
戸
後
期
に
活
躍
し
、
市
も
宣
途
に
恵
ま
れ
な
い
詩
人
で
あ
っ
た
事
が
、
そ
の
論
詩
絶
句
を
衰
枚
の
論
詩
絶
句
に
倣
っ
て
作
る
事
を
可
能

に
し
た
根
底
の
要
素
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ
ま
り
、
ど
ち
ら
も
王
朝
後
期
の
詩
人
で
あ
っ
た
事
が
、
衰
枚
は
清
朝

の
、
山
陽
は
江
戸
の
詩
人
に
つ
い
て
の
論
詩
絶
句
を
結
果
的
に
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
が
直
接
に
は
裳
枚
の
論
詩
絶
句
に
拠
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
よ
り
確
か
な
情
況
証
拠
は
、

江
戸
後
期
に
お
け
る
衰
枚
詩
の
爆
発
的
な
流
行
現
象
で
あ
る
。
頼
山
陽
自
身
も
そ
の
論
詩
絶
句
其
十
五
中
に
お
い
て
「
復
た
満
口

枚
を
説
く
を
為
す
」
と
述
懐
す
る
様
に
、
江
戸
後
期
文
壇
に
お
け
る
衰
枚
詩
の
蔓
延
現
象
は
、
曾
て
の
平
安
時
代
の
白
居
易
詩
の
流
行
に

も
似
て
、
移
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
性
情
説
、
性
霊
説
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
流
行
現
象
に
就
て
は
、
松
下
忠
氏
の
労
作
『
江
戸
時

代
の
詩
風
詩
秘
』
に
詳
し
い
引
用
が
あ
る
。
当
の
頼
山
陽
は
、
初
め
て
衰
枚
の
『
小
倉
山
房
全
集
』
に
接
し
た
時
の
印
象
を
次
の
よ
う
に

「
書
倉
山
詩
紗
働
」
中
に
記
し
て
い
る
。

衰

市
河
西
野
翁
（
寛
粛
）
長
碕
よ
り
還
る
。
余
時
に
文
化
十
一
年
九
月
廿
九
日
蹄
省
し
、
之
に
備
後
〔
神
遺
〕
に
遇
ふ
。
其
の

碕
の
予
に
託
し
て
『
小
倉
山
房
全
集
』
を
致
す
を
聞
き
、
其
の
詩
の
如
何
な
る
を
問
ふ
。
翁
日
く
、
「
硬
き
を
覧
ゆ
。
其
の
（
随
園

詩
）
話
の
言
ふ
所
に
類
せ
ざ
る
也
」
と
。
己
に
し
て
紗
刻
成
り
て
寄
せ
ら
る
。
後
に
又
全
集
を
讃
む
を
獲
た
り
。
翁
の
語
信
に
然
り
。 長

〕
は
全
書
本
の
ま
ま
）

（

B
 

書
名
の
「
倉
山
詩
紗
』
は
市
河
寛
粛
編
『
随
園
詩
銭
」
六
巻
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
書
の
寛
粛
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、
文
化
十
年
、
長
崎

に
赴
い
た
市
河
寛
粛
は
、
詩
一
五

O
O余
首
所
収
の
一
三
巻
本
『
小
倉
山
房
詩
紗
』
を
購
入
し
、
う
ち
四

O
O余
首
を
紗
出
し
て
『
随
園

詩
紗
」
を
編
ん
だ
。
後
に
又
詩
四

O
七
O
余
首
所
収
の
三
七
巻
本
『
小
倉
山
房
全
集
』
を
得
た
が
、
「
そ
れ
に
よ
る
増
補
は
し
て
ゐ
な
い
」

（
長
津
規
矩
也
解
題
）
。
（
衰
枚
の
「
倣
元
遺
山
論
詩
」
三
八
首
は
三
七
巻
本
『
小
倉
山
房
詩
集
」
の
巻
二
七
に
所
収
。
）
こ
の
引
用
文
中
に

（
（
）
は
筆
者
、
〔



お
い
て
、
山
陽
は
自
分
が
確
か
に
衰
枚
の
全
集
を
読
ん
だ
事
を
明
言
し
、
且
つ
衰
枚
に
つ
い
て
か
な
り
批
判
的
な
言
辞
を
弄
し
て
い
る
。

し
か
し
、
明
ら
さ
ま
な
批
判
は
、
実
は
自
分
が
そ
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
て
い
る
事
の
逆
証
で
も
あ
る
の
で
あ
り
、
従
来
し
ば
し
ば
指
摘

さ
れ
る
様
に
、
山
陽
の
詩
文
中
に
衰
枚
の
影
響
が
色
濃
く
認
め
ら
れ
る
事
は
揺
ぎ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

但
し
、
頼
山
陽
と
衰
枚
の
論
詩
絶
句
に
は
、
上
に
述
べ
た
種
々
の
類
似
点
と
同
時
に
、
構
成
上
の
相
違
点
も
ま
た
存
在
す
る
。
例
え
ば
、

頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
は
最
末
尾
に
自
己
批
評
を
以
て
一
連
の
論
詩
絶
句
を
総
括
す
る
が
、
衰
枚
の
論
詩
絶
句
の
次
の
最
終
詩
は
、
衰
枚
自

身
の
評
と
い
う
よ
り
は
、
当
時
詩
壇
の
一
般
的
な
風
潮
を
指
し
た
も
の
ら
し
く
思
わ
れ
る
。

天
涯
有
客
太
誇
療

錯？天
γ 涯
てに
抄客
書の凶
を太5
把だ同

り誇
て療

な
る
有
り
て

作
詩
に
当
て
ん
と
す

錯
把
抄
書
嘗
作
詩

抄
到
鍾
時
詩
品
目

鍾
蝶
の
『
詩
品
』
を
抄
し
到
る
の
日

歩
倖
々
C該

に
他
の
性
霊
を
知
道
す
る
時
な
る
べ
し

該
他
知
道
性
霊
時

し
か
し
な
が
ら
、
奇
し
く
も
こ
の
論
詩
絶
句
は
、
山
陽
が
江
戸
後
期
文
壇
の
風
潮
を
批
判
し
た
論
詩
絶
句
其
十
四
、
十
五

前
述
）
の

論
調
に
却
っ
て
相
似
通
う
も
の
を
持
っ
て
い
る
様
に
私
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

更
に
は
、
頼
山
陽
と
衰
枚
と
で
は
、
論
詩
絶
句
中
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
人
物
も
時
代
も
当
然
異
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
安
易
に
同
列
に

置
い
て
比
較
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
両
者
を
全
く
別
個
の
独
立
し
た
文
学
作
品
と
し
て
考

え
る
事
も
ま
た
可
能
で
あ
る
。
む
ろ
ん
論
詩
で
あ
れ
ば
、
詩
人
を
論
評
す
る
姿
勢
は
両
者
と
も
に
貫
く
も
の
の
、
山
陽
と
衰
枚
の
論
詩
の

対
象
と
な
っ
た
友
人
知
人
は
、
当
然
お
互
い
に
共
通
す
る
は
ず
は
な
く
、
ま
た
評
語
も
概
ね
一
致
し
な
い
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
山
陽
と
哀

枚
の
論
詩
絶
句
を
同
じ
組
上
に
置
い
て
論
じ
る
事
は
や
や
無
理
な
様
に
も
思
わ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
山
陽
に
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頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
と
衰
枚
の
論
詩
絶
句
（
竹
村
）



お
け
る
衰
枚
の
影
響
を
背
景
に
し
つ
つ
、
そ
の
友
人
知
人
を
多
く
論
評
の
対
象
と
す
る
論
詩
絶
句
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
に
注
目
し
て
、
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あ
え
て
比
較
的
に
論
述
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。

以
上
、
頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
と
哀
枚
の
論
詩
絶
句
の
論
評
内
容
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
加
え
て
み
た
。
筆
者
は
両
者
の
類
似
性
の
追
求

に
性
急
な
あ
ま
り
、
頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
の
独
自
性
に
つ
い
て
の
検
討
が
疎
か
に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
頼
山
陽
前
後
の
日
本

の
論
詩
詩
慨
に
つ
い
て
も
小
稿
で
は
検
討
す
る
余
裕
が
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
例
え
事
情
が
ど
う
で
あ
れ
、
頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
は
、
こ

れ
を
中
国
の
論
詩
絶
句
と
の
関
連
に
お
い
て
見
た
場
合
、
杜
甫
や
元
好
問
や
王
土
積
の
そ
れ
よ
り
も
、
哀
枚
の
論
詩
絶
句
に
よ
り
多
く
の

類
似
性
を
見
出
す
こ
と
は
ほ
ぼ
確
認
し
論
証
で
き
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
結
果
、
小
稿
は
期
せ
ず
し
て
江
戸
後
期
に
お
け
る
日
本
文
学
の

中
国
文
学
受
容
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
筆
者
に
は
手
に
余
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
今
は
と
り
あ
え
ず
そ
の
初

歩
的
基
礎
的
研
究
と
し
て
小
稿
を
草
し
、
識
者
の
批
判
を
侯
ち
た
く
思
う
。

（
一
九
九
一
年
十
月
）

註

（l
）
『
頼
山
陽
全
書
』
所
収
「
頼
山
陽
詩
集
」
巻
十
九
。

（
2
）
『
菅
家
後
集
』
所
収
。
猪
口
篤
志
『
日
本
漢
詩
（
上
）
』
（
明
治
書
院
、
新
釈
漢
文
大
系
羽
）
参
照
。

（3
）
同
一

O
六
頁
、
及
び
安
藤
英
男
『
頼
山
陽
詩
集
』
（
頼
山
陽
選
集
二
、
近
藤
出
版
社
、
昭
和
五
七
年
）
二
二
五
頁
参
照
。
ま
た
『
国
史
大
辞
典
』

の
井
上
鋭
夫
「
上
杉
謙
信
」
の
項
を
参
照
。
な
お
、
頼
山
陽
の
『
日
本
外
史
』
巻
十
一
に
も
上
杉
謙
信
の
「
九
月
十
三
夜
」
詩
を
引
用
す
る
。

（4
）
同
『
日
本
漢
詩
（
上
）
』
一
一
七
頁
参
照
。

（5
）
津
阪
孝
縛
は
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
に
生
ま
れ
、
文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
に
六
十
九
歳
で
没
し
た
。
そ
の
没
年
は
頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
が

詠
ま
れ
る
二
年
前
に
当
る
。
ま
た
『
夜
航
詩
話
』
は
文
化
十
三
（
一
八
二
ハ
）
年
の
自
序
、
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
の
刊
で
あ
り
、
頼
山
陽
の

論
詩
絶
句
が
詠
ま
れ
た
文
政
十
（
一
八
二
七
）
年
は
丁
度
そ
の
中
間
に
相
当
す
る
。



（6
）
杜
甫
「
戯
為
六
絶
句
」
其
四
に
「
未
だ
鯨
魚
を
碧
海
中
に
製
せ
ず
」
と
あ
り
、
ま
た
宋
・
葛
立
方
『
韻
語
陽
秋
』
巻
三
に
「
李
太
白
、
杜
子
美

詩
は
皆
製
鯨
手
也
」
と
あ
る
。
「
鯨
魚
を
製
す
」
と
は
詩
文
の
気
宇
壮
大
な
こ
と
の
轍
え
。
後
出
の
山
陽
「
論
詩
絶
句
」
其
二
七
も
同
様
。

（7
）
他
は
助
字
。
東
条
琴
牽
「
幼
学
詩
話
」
（
日
本
詩
話
叢
書
所
収
）
に
示
す
j
陀
の
例
を
参
照
。
陀
と
他
は
通
ず
る
。
後
出
其
十
の
勝
他
も
同
じ
。

（8
）
松
下
忠
『
江
戸
時
代
の
詩
風
詩
論
』
（
明
治
書
院
、
昭
和
四
四
年
）
一
一
六
一
頁
参
照
。

（9
）
『
頼
山
陽
全
書
』
所
収
「
山
陽
先
生
書
後
」
巻
下
。

（
叩
）
杜
甫
の
「
春
日
憶
李
白
」
詩
に
「
何
時
一
樽
酒
、
重
与
細
論
文
」
と
。
ま
た
後
述
の
元
好
問
「
論
詩
三
十
首
」
其
一
に
も
「
正
体
無
人
与
緬
論
」
と
。

（
日
）
『
南
郭
先
生
文
集
』
初
編
巻
四
。
猪
口
篤
志
『
日
本
漢
詩
（
上
）
』
一
ム
ハ
四
頁
、
徳
田
武
『
江
戸
詩
人
伝
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
昭
和
六
一
年
）
九

二
頁
、
及
び
山
本
和
義
『
服
部
南
郭
』
（
岩
波
書
店
、
江
戸
詩
人
選
集
第
三
巻
、
一
九
九
一
年
）
五
二
頁
参
照
。
な
お
、
菊
池
五
山
「
五
山
堂
詩

話
』
補
遺
巻
四
に
、
頼
杏
坪
が
頼
山
陽
の
こ
の
論
詩
絶
句
に
次
韻
し
て
称
讃
し
て
い
る
の
を
引
き
、
「
叔
佳
の
問
、
論
ず
る
所
の
同
じ
か
ら
、
さ
る

こ
と
此
の
如
し
」
と
述
べ
る
。

（
ロ
）
他
は
助
字
。
註
（
7
）
に
同
じ
。

（
日
）
『
南
郭
先
生
全
集
』
四
編
巻
二
。

（
比
）
『
玉
山
先
生
詩
集
』
巻
四
。
徳
田
武
『
江
戸
詩
人
伝
』
九
三
頁
参
照
。

（
日
）
『
頼
山
陽
全
書
』
所
収
「
山
陽
先
生
書
後
」
巻
下
。

（
日
）
『
神
田
喜
一
郎
全
集
』
（
同
朋
舎
、
昭
和
六
十
年
）
第
六
巻
。

（
口
）
『
娩
巌
集
』
巻
四
。
猪
口
篤
志
『
日
本
漢
詩
（
上
）
』
一
六

O
頁
、
徳
田
武
『
江
戸
詩
人
伝
』
一
一
一
一
一
頁
参
照
。

ひ

と

い

か

お

お

む

し

か

ら

ざ

（
国
）
「
但
棟
集
』
巻
十
八
「
蹴
唐
詩
選
」
に
、
「
独
り
奈
ん
せ
ん
、
近
来
坊
間
の
諸
本
、
率
ね
孟
浪
に
属
す
。
不
れ
ば
則
ち
何
物
の
狭
児
ぞ
、
巧
み
に

ほ

と

ん

ほ

と

ん

と

み

五
里
霧
を
作
し
、
芙
蓉
、
照
尺
も
殆
ど
弁
ず
べ
か
ら
ず
。
今
此
の
刻
を
閲
す
る
に
、
別
扶
幾
ど
尽
き
、
頓
に
旧
観
に
復
す
」
と
。
日
野
龍
夫
校
注

『
唐
詩
選
国
字
解
』
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
八
二
年
）
参
照
。

（
印
）
『
神
田
喜
一
郎
全
集
』
第
八
巻
一
一
ヱ
ハ
頁
、
「
頼
山
陽
の
『
論
詩
絶
句
』
」
。

（
却
）
『
頼
山
陽
全
書
』
所
収
「
頼
山
陽
詩
集
」
巻
十
九
。

（
幻
）
入
谷
仙
介
『
頼
山
陽
・
梁
川
星
巌
』
（
岩
波
書
店
、
江
戸
詩
人
選
集
第
八
巻
、

（
勾
）
安
藤
英
男
『
頼
山
陽
詩
集
』
二
二
七
頁
。

（
お
）
揖
斐
高
校
注
『
五
山
堂
詩
話
』
（
岩
波
書
店
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
六
五
、

頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
と
哀
枚
の
論
詩
絶
句
（
竹
村
）

一
九
九

O
年）

一
九
九
一
年
）

一
三
三
百
九

一
七
六
頁
。
ま
た
友
野
霞
舟
『
錦
天
山
房
詩
話
』
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巻
一

O
七
に
も
同
様
の
引
用
が
あ
る
。

（
弘
）
『
頼
山
陽
全
書
』
所
収
「
頼
山
陽
文
集
（
外
集
）
」
。

（
お
）
王
士
積
「
戯
倣
元
遺
山
論
詩
絶
句
」
其
二
八
に
も
、
「
朱
弦
疏
越
有
遺
音
」
と
あ
る
。

い
ず
く

（
お
）
「
寧
無
」
を
「
寧
ん
ぞ
無
か
ら
ん
」
と
訓
め
ば
、
山
陽
が
茶
山
の
大
句
（
七
古
）
に
肯
定
評
価
を
与
え
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
後
述
の
山
陽

の
茶
山
評
に
は
「
短
古
（
五
古
）
に
長
じ
て
長
古
（
七
古
）
に
短
か
し
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
「
寧
無
」
は
寧
ろ
否
定
評
価
と
読
解
す
る
。

（
幻
）
「
頼
山
陽
全
書
』
所
収
「
山
陽
先
生
書
後
」
巻
下
。

（
お
）
『
春
水
遺
稿
』
別
録
。
ま
た
『
頼
山
陽
全
書
』
所
収
「
頼
山
陽
文
集
」
巻
七
。

（
却
）
『
頼
山
陽
全
書
』
所
収
「
頼
山
陽
文
集
」
巻
十
二
。

（
叩
）
同
巻
十
三
。

（
出
）
同
巻
六
。

（
認
）
同
巻
六
。
中
村
真
一
郎
『
頼
山
陽
と
そ
の
時
代
』
一
八
五
ー
一
九
O
頁。

（
お
）
詩
仏
と
山
陽
と
の
交
友
は
同
右
三
四
五
l
三
四
九
頁
に
詳
し
い
。

（
泊
）
『
書
＋
謹
二
ー
八
（
昭
和
十
三
年
）
、
『
雅
友
』
四
一
号
（
昭
和
三
四
年
）
に
今
関
天
彰
「
菊
池
五
山
」
が
あ
る
。
な
お
『
雅
友
』
は
九
大
文
学

部
中
野
三
敏
教
授
よ
り
借
覧
を
許
さ
れ
た
。
あ
つ
く
感
謝
す
る
。

（
お
）
『
五
山
堂
詩
話
』
巻
三
所
収
。

（
お
）
揖
斐
高
校
注
「
五
山
堂
詩
話
』
（
岩
波
書
店
、
新
日
本
古
典
大
学
大
系
六
五
、
一
九
九
一
年
）
。

（
幻
）
『
頼
山
陽
全
書
』
所
収
「
頼
山
陽
文
集
」
巻
九
。

（
お
）
永
井
荷
風
の
『
輩
斎
漫
筆
』
に
、
頼
山
陽
の
こ
の
論
評
に
あ
き
足
ら
ぬ
鷲
津
毅
堂
の
論
詩
絶
句
に
言
及
す
る
。
鷲
津
の
そ
れ
は
『
六
名
家
詩
妙
』

巻
五
所
収
。

（
鈎
）
『
頼
山
陽
全
書
』
所
収
「
頼
山
陽
文
集
」
巻
十
一
、
ま
た
中
村
真
一
郎
『
頼
山
陽
と
そ
の
時
代
』
一
一
一
七
一
頁
参
照
。

（
ω）
『
神
田
喜
一
郎
全
集
』
第
八
巻
「
頼
山
陽
の
『
論
詩
絶
句
』
」
一
二
七
頁
。

（
但
）
『
頼
山
陽
全
書
』
所
収
「
山
陽
先
生
書
後
」
巻
下
。

（
位
）
論
詩
絶
句
に
関
す
る
参
考
資
料
と
し
て
、
拙
稿
「
論
詩
絶
句
に
お
け
る
王
士
輔
の
神
韻
説
と
哀
枚
の
性
霊
説
」
（
徳
島
大
学
教
養
部
紀
要
十
八
、

一
九
八
三
年
）
中
に
言
及
し
た
も
の
の
外
に
、
次
の
五
点
を
補
加
す
る
。
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O
小
倉
忠
恒
「
王
漁
洋
の
論
詩
絶
句
」
（
『
雅
友
』
四
六
i
五
一
、
昭
和
三
五
l
三
六
年
）

O
李
鍾
漢
『
歴
代
論
詩
絶
句
研
究
』
（
文
学
碩
士
学
位
論
文
、
ソ
ウ
ル
大
学
、
一
九
八
二
年
）

O
同
「
杜
甫
の
論
詩
詩
に
関
し
て
」
（
『
中
国
語
文
学
』
八
、
啓
明
大
学
、
一
九
八
四
年
）

O
同
「
論
詩
詩
研
究
」
（
『
中
国
学
誌
』
三
、
啓
明
大
学
、
一
九
八
六
年
）

O
郭
紹
虞
・
銭
仲
聯
・
王
遠
常
編
『
万
首
論
詩
絶
句
』
（
全
四
冊
、
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）

李
鍾
漢
先
生
に
は
右
三
論
著
の
恵
贈
に
あ
ず
か
っ
た
。
深
く
感
謝
す
る
。

（
必
）
目
加
田
誠
『
杜
甫
』
（
集
英
社
、
漢
詩
大
系
第
九
巻
、
昭
和
四
十
年
）
二
五
八
頁
。

（
叫
）
拙
稿
「
論
詩
絶
句
に
あ
ら
わ
れ
た
王
士
積
の
明
代
文
学
批
評
」
（
『
中
国
古
典
研
究
』
一
三
、
一
九
八
六
年
）
参
照
。

（
伍
）
『
小
倉
山
房
詩
集
』
巻
二
七
。

（
必
）
も
う
一
人
の
張
英
（
一
口
白
川
）
も
存
在
す
る
。
ど
ち
ら
か
決
め
か
ね
る
。

（U
）
拙
考
「
論
詩
絶
句
に
お
け
る
王
士
積
の
神
韻
説
と
衰
枚
の
性
霊
説
」
（
徳
島
大
学
教
養
部
紀
要
十
八
、

（
必
）
『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
一
七
三
、
王
士
穂
「
精
華
録
』
十
巻
提
要
。

（
ω）
昭
和
四
四
年
、
明
治
書
院
。

（
印
）
『
頼
山
陽
全
書
』
所
収
「
山
陽
先
生
書
後
」
巻
下
。

（
日
）
汲
古
書
院
『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
第
二
十
輯
（
補
編
第
四
輯
）
に
影
印
す
る
。
長
津
規
矩
也
解
題
。

（
臼
）
頼
山
陽
の
身
近
に
あ
っ
た
次
の
詩
人
に
、
更
に
以
下
の
論
詩
詩
例
が
あ
る
。

O
広
瀬
淡
窓
「
論
詩
、
贈
小
関
長
卿
・
中
島
子
玉
」
（
遠
思
棲
詩
紗
巻
二
）

O
広
瀬
旭
荘
「
論
詩
」
（
梅
撤
詩
紗
初
編
巻
二
）

「
題
稲
垣
木
公
文
稿
」
（
梅
撤
詩
紗
三
編
巻
ご

「
星
巌
集
註
題
辞
」

O
梁
川
星
巌
「
読
宋
金
元
明
清
諸
家
集
、
各
書
後
」
（
星
巌
閏
集
巻
一
）

O
中
島
子
玉
「
論
詩
、
数
元
遺
山
体
（
宜
園
百
家
詩
初
編
巻
三
）

O
垣
内
渓
琴
「
論
詩
絶
句
二
十
首
」
（
渓
琴
山
人
第
四
集
）

こ
れ
ら
の
江
戸
後
期
に
お
け
る
論
詩
詩
の
流
行
に
つ
い
て
は
〈
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

頼
山
陽
の
論
詩
絶
句
と
衰
枚
の
論
詩
絶
句
（
竹
村
）

一
九
八
三
年
）
参
照
。
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